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11月１日にオープンした道の駅「花の駅 千曲川」の
「アクティビティ拠点施設」

◑COVER《表紙》

■飯山市結婚新生活支援事業をご活用ください（5㌻）
■道の駅「花の駅 千曲川」グランドオープン（6㌻）

■「健康のまちづくりを考える集い2023」開催します（４㌻）
「健康のまちづくり友好都市連盟」加盟記念

～ 最 期 ま で こ の 地 で 暮 ら す た め に み ん な で 地 域 包 括 ケ ア を ～
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路線名 閉鎖区間 距離
（km） 閉鎖期間

一般国道
403 号

照岡字藤沢地先～
照岡字原地先（旧照岡牧場）

【大型車は通年通行止】
6.5 11/13 ㈪ 14:00 ～

 　　 5/10 ㈮ 14:00

照岡字原地先（旧照岡牧場）～
照岡字照岡山地先（新潟県境・伏野峠）

【大型車は通年通行止】
4.8 11/9 ㈭ 14:00 ～

 　　 6/7 ㈮ 14:00

主要地方道
95 号

上越飯山線

一山字岩下地先（温井）～
一山字田茂木平地先（チェーン着脱場） 4.7 11/10 ㈮ 14:00 ～

  　　4/26 ㈮ 14:00

一山字田茂木平地先（チェーン着脱場）～
一山字大神楽地先（新潟県境・関田峠） 3.0 11/10 ㈮ 14:00 ～

  　　5/23 ㈭ 14:00

一般県道
411 号

飯山新井線

寿字堰下地先（顔戸）～
寿字大倉地先（桂池） 5.9 11/10 ㈮ 11:00 ～

  　　4/26 ㈮ 11:00

寿字大倉地先（桂池）～
寿字大倉地先（新潟県境） 1.0 11/10 ㈮ 11:00 ～

 　　 5/23 ㈭ 11:00

※規制開始前でも積雪の状況により通行不能となる場合があります。また、
解除予定期日は、積雪状況により変更します。詳しくは、長野県北信建
設事務所飯山事務所（℡ 62-4111）までお問い合わせください。

 冬期通行不能区間・閉鎖（国・県道等）の予定  除雪の距離は？

今冬は市道343㎞を除雪
使用する除雪車は、タイヤ
ドーザ 54 台、ロータリ車
31 台の合計で 85 台です。

 出動の目安は？

車道：積雪 10㎝以上
夜中に降雪状況を確認し、
通勤・通学の時間帯までに
早朝除雪を行います。また
日中に連続した降雪がある
場合には、帰宅時間を考慮
した日中除雪を行います。

道路除雪の突き出し場所確保にご
協力をお願いします。提供いただ
いた場所は、雪解けの時期に雪ほ
かし作業を行うなど、消雪が進む
ようにします。なお、突き出し場
所には道路除雪以外の雪を捨てな
いようにお願いします。

個人の除雪機による除雪を行い、
燃料費等相当額を支援する制度（ス
クラム除雪）をご利用ください。対
象は、市道認定されている路線で
住家がありながら、幅員が狭く除
雪車が入らなくて困っている場所で
す。区長さんを通じて申請をお願い
します。

除雪の支障となるため、車を路上へ
放置しないようお願いします。また、
ごみステーションへのごみ出しは、
早朝除雪が終了した後に所定の位
置に出すようにしてください。

除雪作業は通勤通学の時間帯を考慮
し、午前７時をめどに終了するよう計
画していますが、朝方の集中的な降
雪、予想外の大雪や、重い雪質の時
は作業時間が延びる場合もあります
ので皆さんのご理解をお願いします。

流雪溝・側溝のフタを開けたまま放
置しないでください。子どもが転落
するなどの事故につながる可能性が
あります。また、除雪の際に破損す
る可能性がありますので、使った後
は、必ずしっかりと閉めてください。

特にハンドロータリ除雪機で積まれ
た雪は締まっているため、一般通行
の支障となると共に除雪作業の妨げ
にもなります。やむを得ず雪を出すと
きは、路肩に雪を積み上げるなど工
夫し、速やかに排雪してください。ま
た、道路に面した屋根には、雪止め
設置など対策をお願いします。

■作業内容　市道除雪作業および道路施設等修繕作業等
■募集人数　若干名
■応募資格　健康に働ける方（男女不問）
■任用期間　12 月１日から翌年３月末
■提出書類　履歴書（写真添付）
　　　　　　【応募期間 12 月 20 日（水）まで】

■必要な免許・資格
　普通自動車運転免許

大型特殊免許および車両
系建設機械運転技能講
習修了証があればなお可

■道路へ雪を出さない 出したら速やかに排雪

■突き出し場所確保にご協力ください

■スクラム除雪をご利用ください

■流雪溝のフタを開けたままにしない

■路上に車を放置しない

■作業時間が延びる場合があります
　
本
格
的
な
降
雪
シ
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ン
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備
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、
12
月
１
日
に
除
雪
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。

　
降
雪
期
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労
す
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多
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あ
り
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す
が
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お
互
い
思
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や

り
の
心
で
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な
冬
を
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し
ま

し
ょ
う
。

　

市
内
の
道
路
除
雪
は
、
原
則

と
し
て
国
・
県
道
を
北
信
建
設
事

務
所
が
、
市
道
を
飯
山
市
が
受
け

持
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
除
雪
作
業
が
効
率
よ
く
で
き
ま

す
よ
う
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

思いやりの心で

快適な冬を過ごしましょう

市 道 の 除 雪 体 制

除 雪 作 業 が 効 率 よ く で き ま す よ う ご 協 力 を お 願 い し ま す

次の点にご協力をお願いします

区内の要望などは区長さんがまと
めて、除雪対策本部に連絡をお願
いします。加えて、除雪機械によ
る破損や支障等が確認されたとき
は、早目に連絡をお願いします。

■除雪の要請は各区長さんを通じて連絡

作業中の除雪車には近寄らないで
ください。特に、子どもは大きな除
雪車に興味を持ちますので、近づ
かないよう目配りをお願いします。

■除雪車に近寄らない

で

を過ごしましょう

飯山市除雪対策本部（克雪センター内）℡ 62 -３１１１ 内線６１０

除雪作業員を募集しています　【お問い合わせ先】道路河川課 維持係 ℡ 67-0737



5   市報いいやま / 23.11 4

12 月16日（土）から

お知らせ Pickup ⤴

移住定住推進課 移住定住係　℡ 67-0740（課代表） 保健福祉課 健康増進係　℡ 67-0727（課代表）

企画財政課 公共交通係 ℡ 67-0722（課代表） または 長電バス 乗合バス課 ℡ 026-295-8008

飯山市結婚新生活支援事業をご活用ください 「健康のまちづくりを考える集い 2023」開催します

長電バス㈱の路線バス「中野木島線」が減便となります
移住定住推進課 移住定住係

℡ 67-0740（課代表）

三世代等で同居
されている世帯を支援

　結婚された世帯の新生活を支援するため、住居費と引越費用に対して補助を行っていますので、ご活用ください。

■支援金額

■対象経費
　○住宅の取得費用（土地の購入費用は対象外）
　○引越費用
　○住宅リフォーム費用
　　（外構工事、家電購入等の費用は対象外）
　○住宅の賃料・敷金・礼金・共益費・仲介手数料
　　（勤務先からの住宅手当分を除く）
■支払い対象期間

令和 5 年（2023 年）4 月１日から令和 6 年（2024
年） 3 月 31 日の間に支払われた経費

■対象世帯
　次の項目全てに当てはまる世帯
　○令和 5 年 3 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日までに婚
　　姻届を提出し、受理された世帯
　○夫婦とも婚姻日の年齢が 39 歳以下であること
　○夫婦の前年の所得合計が 500 万円未満であること
　○対象となる住居が飯山市内にあること
　○申請時に夫婦ともに住民票の住所が事業を利用した
　　住居の住所となっていること
　○他の公的制度の住宅補助等を受けていないこと
　○過去に同様の補助を受けていないこと
　　（他の自治体を含む）
　○夫婦ともに税金の滞納がないこと
　○夫婦ともに婚姻日より５年以上市内に居住すると誓約
　　できること
　○暴力団員でない方、暴力団等と関係がない方
■受付期間
　令和 6 年（2024 年）3 月５日（火）
　【特別な事情がある場合は令和６年（2024 年）3 月 31 日（日）】

１世帯あたり最大30万円
（夫婦とも29 歳以下の場合、最大60万円）

　市内で親等と同居または近居する住宅を新築、増
築、改修、中古住宅を取得する方への支援をしていま
す。要件等詳しくは、お問い合わせください。
■事業名
　いいやま住まいる家族支援事業
■対象と補助額

○市内に、三世代等で親等と同居・近居する住宅を
新築・増築・中古住宅を取得する方で、500 万
円以上の経費がかかる場合、最高 80 万円を補助

（条件により金額異なる）
○親等と同居する方で、50 万円以上の住宅改修の

工事費に対して 4 分の1を補助（最高 30 万円）

移住定住推進課 移住定住係
℡ 67-0740（課代表）

移住された方の
住宅建設等を支援

　市外から転入し、住宅を建設・取得される方、
または既存住宅を改修する方に補助金を交付し
ています。要件等詳しくはお問い合わせください。
■事業名　
　飯山市移住支援住宅建設促進事業
■補助額

○住宅新築
　40 ～150 万円補助（要件により異なる）
○中古住宅購入　
　40 ～ 80 万円補助　（要件により異なる）
○住宅改修
　最高 20 万円補助　（要件あり）

　長電バス㈱が飯山駅～信州中野駅間を運行する「中野木島線」
について、運転手不足等の理由により、12 月16日（土）から次
のとおり減便となりますので、ご利用の際はご注意ください。

　住民が住み慣れた地域で自分らしい生活を最期まで続けられるよう
に、健康のまちづくりの視点から地域包括ケアシステムについて複数
の有識者から提案いただきます。なお、併せて市民の健康増進のため、
健康測定会を実施します。申込不要で、どなたでもご参加いただけます。

■時間
午後４時（パネルディ
スカッション終了後）
から午後５時

■場所
　飯山市公民館
   ２階ロビー他
■内容
　脳年齢チェック、血管年齢測定、
　ベジチェック測定、骨密度測定
■協力
　・明治安田生命 信濃中野営業所
　・長野県国保連

■日時　11月25日（土）午後２時から
■場所　飯山市公民館 ２階 講堂
■内容　○第１部 基調講演
　　        「いくつになっても、安心して住み続けられる地域を」
　　        福井大学医学部教授・まちづくり系医師　井階 友貴 さん
　        ○第２部 パネルディスカッション
　　　　 【ファシリテーター】
　　　　   井階友貴 さん（福井大学医学部教授・まちづくり系医師）
　　 　　【パネラー】
　　　　　山川 奈緒 さん（北海道 稚内市役所）
　　　　　吉田 昌史 さん（宮崎県 延岡市役所）
　　　　　古川 賢一 さん（飯山赤十字病院名誉院長）
　　　　　大月 肇　 さん（一般社団法人きぼう理事）
　　　　　※稚内市と延岡市は、健康のまちづくり友好都市連盟加盟市です。
■主催　　飯山市・飯水地域包括医療協議会
■後援　　飯水医師会・飯水歯科医師会・飯山赤十字病院

■運行便数

運行区間 運行便数
変更後（変更前） 増減数

平日
 飯山駅発⇒木島⇒信州中野駅着 11 便（13 便） △２便

 信州中野駅発⇒木島⇒飯山駅着 11 便（13 便） △２便

休日
 飯山駅発⇒木島⇒信州中野駅着 4 便（10 便） △ 6 便

 信州中野駅発⇒木島⇒飯山駅着 4 便（11 便） △ 7 便

■減便となる期日
　12 月16日（土）の運行から
■減便後の時刻表の配布

冬季の長電バス時刻表は、広報飯山12 月号と
一緒に各家庭に配布します。詳しくは、長電バ
ス乗合バス課にお問合せいただくか、長電バス
のホームページをご確認ください。

公共交通係からのお知らせ
飯山市公共交通会議で協議した結果、「菜の花バス
市街地循環線」運行事業者が、長電バス㈱から長野
交通㈱に12 月18 日から交替します。なお、運行時
刻や運賃等の変更はありません。

「健康のまちづくり友好都市連盟」加盟記念

～ 最 期 ま で こ の 地 で 暮 ら す た め に み ん な で 地 域 包 括 ケ ア を ～予算の範囲内での交付となります。希望される方は、お早めにお問い合わせください。

当日、健康測定会を実施します
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飯山のニュース
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こ
の
事
業
は
、
令
和
３
年

（
２
０
２
１
年
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５
月
策
定
の

グ
ラ
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ド
デ
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拡

張
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オ
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ン
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て
完
成
し
た
も
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で
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今
回
完
成
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
拠
点
施
設
は
、
観
光
案
内

と
各
種
レ
ン
タ
ル
業
務
な
ど
を

行
う
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
ア

ウ
ト
ド
ア
用
品
販
売
な
ど
を
行

う
モ
ン
ベ
ル
ス
ト
ア
、
イ
ベ
ン

ト
や
飲
食
休
憩
が
で
き
る
デ
ッ

キ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
備
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
常
盤
小

学
校
４
年
生
に
よ
る
心
の
こ

も
っ
た
合
唱
も
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
合
わ
せ
、

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
オ
ー
プ
ン
を
待

ち
わ
び
て
長
い
列
を
作
っ
た
市

内
外
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

寺
町
サ
ミ
ッ
ト 

in 

飯
山　
４
都
市
が
集
ま
り
寺
町
に
つ
い
て
意
見
交
換

西敬寺本堂で行われたパネルディスカッション

　
第
26
回
寺
町
サ
ミ
ッ
ト
in
飯

山
を
10
月
11
日
に
西
敬
寺
本

堂
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
飯
山
市
、

金
沢
市
、
上
越
市
、
高
岡
市
で

寺
院
群
都
市
会
議
を
形
成
し
、

都
市
と
寺
町
と
の
関
係
に
つ
い

て
意
見
交
換
や
研
究
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
す
た
め
に
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
開
催
セ
レ
モ
ニ
ー

と
し
て
、
善
光
寺
大
本
願
雅
楽

会
の
皆
さ
ま
に
よ
る
雅
楽
の
演

奏
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
作
家
で

大
正
大
学
招
聘
教
授
の
鵜
飼

秀
徳
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
お

寺
を
生
か
せ
ば
、
地
方
は
蘇
る

〜
秋
田
・
雲
昌
寺
（
う
ん
し
ょ

う
じ
）
の
事
例
を
視
座
し
て
〜
」

と
題
し
、
基
調
講
演
を
行
っ
た

ほ
か
、
同
大
学
で
客
員
研
究
員

と
し
て
鵜
飼
さ
ん
と
調
査
・
研

究
を
さ
れ
て
い
る
荻
須
真
尚
さ

ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎

え
、
各
都
市
の
市
長
や
副
市
長

を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
、
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。

飯
山
市
教
育
委
員
に 

平
野
弘
蔵
委
員
が
再
任

辞令を江沢市長から受け取る平野委員

　

飯
山
市
議
会
９
月
定
例
会

で
、
飯
山
市
教
育
委
員
会
の
平

野
弘
蔵
委
員
の
再
任
が
同
意

さ
れ
、
再
任
に
際
し
、
10
月
10

日
に
辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し

た
。

　
辞
令
交
付
式
に
際
し
、
江
沢

市
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね

ぎ
ら
っ
た
上
で
、「
不
登
校
の

児
童
生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

市
民
の
関
心
も
高
い
。
引
き
続

き
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
力
を

お
借
り
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
平
野
委
員
は
、
こ
れ
ま
で
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
、

統
合
小
学
校
開
校
に
向
け
た

準
備
な
ど
教
育
行
政
を
比
較

的
近
い
と
こ
ろ
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
た
と
こ
れ
ま
で
を
振
り

返
り
、「
新
統
合
小
学
校
の
開

校
は
将
来
へ
の
夢
と
希
望
に
な

る
と
受
け
止
め
て
い
る
。
教
育

現
場
の
情
報
を
集
め
な
が
ら
、

教
育
委
員
と
し
て
の
任
務
を
果

た
せ
る
よ
う
微
力
な
が
ら
力
を

尽
く
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

道
の
駅
「
花
の
駅 

千
曲
川
」
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
拠
点
施
設 

オ
ー
プ
ン

新しくオープンしたアクティビティ拠点施設

デッキスペースで行われたテープカット

　

今
年
で
50
回
目
を
迎
え
る
飯

山
市
駅
伝
大
会
を
10
月
８
日
に

市
内
で
開
催
し
、
９
地
区
か
ら

23
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
長

峰
運
動
公
園
付
近
を
周
回
す

る
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
今
年
は
、

秋
津
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
、

二
ツ
宮
駐
車
場
を
折
り
返
し
、

長
峰
多
目
的
運
動
広
場
を
ゴ
ー

ル
と
す
る
12
区
間
24
・
４
㌔
の

コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
、
多
く
の
方
が
真

剣
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
走
る
ラ

ン
ナ
ー
に
声
援
を
送
る
姿
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

第
50
回 

飯
山
市
駅
伝
大
会 
開
催 

市
内
９
地
区
23
チ
ー
ム
が
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ

秋津小学校グラウンドからスタートする１区の選手

喜びを噛みしめながらゴールテープを
切る優勝した飯山 A チームアンカー

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
鳥
海
政
洋
さ
ん
が
着
任

中央右 辞令を手にする鳥海さん
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
辞
令

交
付
式
が
10
月
２
日
に
飯
山
市

役
所
で
行
わ
れ
、
新
た
に
鳥
海

政
洋
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

鳥
海
さ
ん
は
、
千
葉
県
白
井

市
出
身
で
、
大
学
で
は
経
済
学

を
専
攻
し
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
を

は
じ
め
、
I 

C 

T
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
企
画
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
な
ど
を
行
う
企
業
に
務
め

た
経
験
を
お
持
ち
で
す
。
今
後

は
、道
の
駅
「
花
の
駅 

千
曲
川
」

で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
誘
客
促

進
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
販
売
す
る
E 

C
サ

イ
ト
運
営
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

学
生
時
代
こ
の
地
域
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
た
経
験
を
持
つ
鳥

海
さ
ん
。
辞
令
交
付
式
で
「
こ

の
地
域
で
学
ん
だ
こ
と
が
多

か
っ
た
。
貢
献
で
き
る
よ
う
力

を
尽
く
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
飯
山
市
で
活
動
し
て

い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

鳥
海
さ
ん
を
含
め
、
５
人
で
す
。

い
い
や
ま
花
フ
ェ
ス
タ 

寺
町
花
街
道 

工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
で
彩
ら
れ
る

軽トラとその周りに色鮮やかな花などで彩られた作品
　
９
月
30
日
か
ら
10
月
１
日
に

か
け
、
20
回
目
と
な
る
い
い
や

ま
花
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
と
な
っ
た
愛
宕
町

の
雁
木
通
り
に
は
、
花
や
植
木

な
ど
で
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
オ

ブ
ジ
ェ
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、雁
木
通
り
を
彩
り
ま
し
た
。

　
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
陸
上
自
衛

隊
松
本
駐
屯
地
の
皆
さ
ま
に
よ

る
松
本
ア
ル
プ
ス
太
鼓
が
披
露

さ
れ
た
ほ
か
、
夕
方
か
ら
夜
に

か
け
、
雁
木
通
り
を
灯
篭
の
明

か
り
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
ナ

イ
ト
ガ
ー
デ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
二
日
目
に
は
、
花
フ
ェ
ス

タ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
E

７
S 

S
の
皆
さ
ま
に
よ
る
サ
ッ

ク
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
彫
金
や
彫
刻
、
金

箔
押
し
な
ど
の
伝
統
工
芸
体

験
、
各
種
販
売
、
講
習
会
な
ど

を
行
い
、
雁
木
通
り
が
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

QR コードで
ホームページ
をチェック！

大会結果は
こちらから↓
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飯山のニュース

　

10
月
14
日
か
ら
15
日
に
か

け
、「
千
曲
川
・
高
社
山 

S 

E 

A 

T 

O 
S 
U 
M 
M 

I 

T 

® 

２
０
２
３
」
が
飯
山
市
・
中
野

市
・
木
島
平
村
の
フ
ィ
ー
ル
ド

を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
飯
山
市
、
中

野
市
、
木
島
平
村
の
２
市
１
村

と
㈱
モ
ン
ベ
ル
な
ど
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
て

い
る
も
の
で
、
カ
ヌ
ー
・
自
転

車
・
登
山
の
３
種
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
つ
な
ぎ
、
自
然
を
体

感
す
る
環
境
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

選
挙
管
理
委
員
会 

新
体
制
へ 

退
任
さ
れ
た
選
挙
管
理
委
員
に
感
謝
状

感謝状を手にする任期を迎えた選挙管理委員の皆さま
　
任
期
満
了
に
伴
い
、
９
月
定

例
市
議
会
で
、
選
挙
に
よ
り
新

し
い
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。
新
し
い
選

挙
管
理
委
員
会
の
体
制
は
次

の
と
お
り
で
、
任
期
は
令
和
５

年
（
２
０
２
３
年
）
10
月
11
日

か
ら
令
和
９
年
（
２
０
２
７
年
）

年
10
月
10
日
ま
で
の
４
年
間
で

す
。

　
10
月
10
日
に
は
、
飯
山
市
選

挙
管
理
委
員
の
４
年
の
任
期
を

迎
え
た
田
中
秀
穂
委
員
長
、
小

野
沢
純
夫
職
務
代
理
、
佐
藤
一

雄
委
員
、
山
崎
美
典
委
員
そ
れ

ぞ
れ
に
江
沢
市
長
が
感
謝
状
を

手
渡
し
ま
し
た
。

日
本
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
協
定
を
締
結

災
害
時
で
の
応
急
活
動
と
平
時
で
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
応
援
協
力

協定書を手にする林代表理事（左）と江沢市長（右）
　
飯
山
市
は
、
一
般
財
団
法
人

日
本
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
小

布
施
町
・
代
表
理
事 

林 

映
寿
）

と
10
月
27
日
に
飯
山
市
役
所
で

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
一
般
財
団
法
人
日
本
笑
顔
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
令
和
元
年
東

日
本
台
風
災
害
を
契
機
に
地
域

の
防
災
力
を
高
め
る
活
動
を
本

格
的
に
始
め
、
有
事
に
備
え
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
協
定
内
容
は
、
災
害
時
で

の
応
急
活
動
と
平
時
で
の
防
災

の
ま
ち
づ
く
り
の
応
援
協
力
で

す
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
災

害
支
援
の
ほ
か
、
重
機
な
ど
の

資
格
取
得
や
実
地
で
の
操
作

技
能
を
学
ぶ
場
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
林
代
表
理
事
は
、「
重

要
な
の
は
、
自
分
た
ち
の
地
域

を
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
こ

と
。
今
後
、
市
民
の
方
へ
の
重

機
等
の
資
格
取
得
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
の
支
援
に
力
を
入
れ

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ト
で
、
今
年
で
５
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

　
全
国
11
大
会
の
中
で
、
最
多

の
２
９
２
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し

た
こ
の
大
会
で
は
、
選
手
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
北
信

濃
の
秋
の
風
景
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
中
野
市
の
湯
本
市

長
が
カ
ヌ
ー
、
飯
山
市
の
江
沢

市
長
が
自
転
車
、
木
島
平
村
の

日
臺
村
長
が
登
山
を
そ
れ
ぞ
れ

担
当
し
た
チ
ー
ム
で
参
加
し
、

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

「
日
本
の
食
の
危
機
」 東
京
大
学
大
学
院 

鈴
木
宣
弘
教
授
が
講
演

軽快なトークで会場を沸かし、和やかな雰囲気が会場
を包みました

■新しい選挙管理委員会の体制
○委員長
　清水信一 さん （飯山・福寿町）
○委員長職務代理者
　庚　繁樹 さん（太田・北条）
○委員　
　内田英敏 さん（木島・上新田）
　江尻浩和 さん（岡山・西大滝）

　

10
月
23
日
、
飯
山
市
文
化

交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で
、
北
信
州

の
農
業
を
考
え
る
特
別
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
講
演
会
は
、
飯
山
市
農
業

再
生
協
議
会
が
主
催
し
た
も
の

で
、「
日
本
の
食
の
危
機
〜
こ
れ

か
ら
の
『
食
』
と
『
農
業
』
を

守
る
た
め
に
〜
」
と
題
し
、
東

京
大
学
大
学
院 

鈴
木
宣
弘
教

授
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
消
費
者
が
日
々
の
買
い
物

の
中
で
、
安
く
て
も
安
全
性
が

疑
わ
れ
る
食
品
を
避
け
、
数
十

円
だ
け
高
い
地
元
の
安
心
・
安

全
な
食
品
を
買
う
こ
と
で
、
自

然
環
境
や
健
康
を
大
切
に
す
る

生
産
者
を
応
援
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
講
演
の
中
で
話
す
鈴

木
教
授
。「
こ
の
日
々
の
買
い
物

で
の
、
小
さ
な
選
択
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
、
日
本
の
農
と
食

と
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

一
人
一
人
が
声
を
出
し
伝
え
て

行
動
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
来

場
者
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

い
い
や
ま
駅
ま
つ
り 

開
催

飯
山
駅-

西
大
滝
駅
間 

開
業
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
西
大
滝
駅
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
配
布

駅前の広場で同時開催した「駅前マルシェ PARKS.」

　
JR
飯
山
駅
で
い
い
や
ま
駅
ま

つ
り
〜
鉄
フ
ェ
ス
w 

i 

t 

h 

信

越
自
然
郷
〜
が
10
月
21
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
飯
山
駅
構
内
を
巡

る
飯
山
駅
探
検
隊
や
、
ミ
ニ
新

幹
線
の
運
行
、伝
統
工
芸
体
験
、

働
く
車
へ
の
乗
車
体
験
、
園
児

の
皆
さ
ん
に
よ
る
塗
り
絵
の
展

示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
駅
と
そ
の
周
辺
の
12

カ
所
に
設
置
さ
れ
た
「
文
字
」

を
集
め
て
文
章
を
完
成
さ
せ
る

ワ
ー
ド
ラ
リ
ー
で
は
、
JR
飯
山

線 

飯
山
駅-

西
大
滝
駅
間
開

業
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
景

品
と
し
て
西
大
滝
駅
の
駅
名

標
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
マ
グ
ネ
ッ

ト
シ
ー
ト
な
ど
が
配
ら
れ
ま
し

た
。
今
年
も
地
元
の
飲
食
店
の

皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
お
い
し
い

食
べ
物
な
ど
が
味
わ
え
る
「
駅

前
マ
ル
シ
ェ
P 

A 

R 

K 

S.
」
が

飯
山
駅
前
の
広
場
で
同
時
に
開

催
さ
れ
、
多
く
の
方
で
賑
い
ま

し
た
。

千
曲
川
・
高
社
山

S 
E 
A 

T 

O 

S 

U 

M 

M 

I 

T 

® 

２
０
２
３ 

開
催

飯山カヌーポートを出発し、中央橋に向かう参加者

閉会式会場で撮影した集合写真

　

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
選
手
で

飯
山
市
の
観
光
大
使
で
あ

る
竹
内
択
選
手
率
い
る
t 

e 

a 

m 

t 

a 

k 

u
（
チ
ー
ム
タ
ク
）

が
、
飯
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
で
、

team
takuC

U
P

 T
A

K
E 

A
IR

 2023 presented by 
W

hiteningC
afe

（
チ
ー
ム
タ

ク
カ
ッ
プ
テ
イ
ク
エ
ア
ー
２
０
２
３

プ
レ
ゼ
ン
テ
ッ
ド
バ
イ 

ホ
ワ
イ
ト
ニ

ン
グ
カ
フ
ェ
）
を
10
月
15
日
に
開

催
し
、
市
内
外
か
ら
選
手
や
観

客
が
飯
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
訪
れ

ま
し
た
。

　
今
年
で
４
回
目
の
開
催
と
な

る
同
大
会
は
、「
子
ど
も
主
役
」

の
ジ
ャ
ン
プ
大
会
を
作
り
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
大

会
で
、
ジ
ャ
ン
プ
競
技
を
も
っ

と
魅
力
的
に
し
、
子
ど
も
達

が
夢
を
抱
け
る
競
技
に
し
た
い

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
当
日
、
会
場
に
は
フ
ー

ド
コ
ー
ナ
ー
や
大
型
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
が
設
置
さ
れ
、
デ
ィ
ス
ク

ジ
ョ
ッ
キ
ー
が
会
場
の
雰
囲
気

に
合
わ
せ
な
が
ら
軽
快
な
曲
を

流
す
な
ど
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
性
の
溢
れ
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ン
プ
競
技

の
他
、
ジ
ャ
ン
プ
台
を
解
放
し
、

フ
ッ
ト
サ
ル
体
験
や
そ
り
滑
り

体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
行
わ
れ
た
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
竹
内
択
選
手
の
ほ
か
、
北

京
五
輪
で
金
・
銀
メ
ダ
ル
の
小

林
陵
侑
選
手
、
平
昌
五
輪
銅

メ
ダ
ル
の
髙
梨
沙
羅
選
手
、
ソ

チ
五
輪
で
個
人
銀
メ
ダ
ル
の
葛

西
紀
明
選
手
が
駆
け
付
け
ま

し
た
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
中
で
、

来
年
行
わ
れ
る
タ
ク
カ
ッ
プ
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
を

最
も
大
き
い
ジ
ャ
ン
プ
台
を
使

用
し
て
行
う
フ
ラ
イ
ン
グ
大
会

の
観
戦
に
招
待
す
る
と
発
表
が

あ
り
、会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

次
回
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
を

フ
ラ
イ
ン
グ
大
会
観
戦
に
招
待

小中学生のジャンプ選手に囲まれて笑顔をみせる小林
陵侑選手、髙梨沙羅選手、葛西紀明選手、竹内択選手



広
告
コ
ー
ナ
ー

広報紙への広告掲載募集しています
■規格等
紙面の下段　１色刷り（白黒）１枠当たり縦 46 ｍｍ、横 86 ｍｍ

（2 枠一括掲載も可能）掲載期間は１月単位とし、最長６月
■広告料
１枠当たり月額 5,500 円（税込）同一内容で６月引き続いて掲載
する場合は、１枠当たり27,500 円（税込）
■お問い合わせ　事業戦略室　67-0724（直通）
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Informationお知らせ

　子ども育成課 子育て支援係　℡ 67-0741（課代表）

■対象者（次の両方に当てはまる方）
〇令和 5 年 3 月31日時点で 18 歳未満の児童を養育す
　る父母等

〇令和 5 年度住民税（所得割）が非課税となった、ま
たは令和 5 年１月から12 月までの収入が急変し、住
民税（所得割）非課税相当の収入となった方

■対象外
既に「低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支
援特別給付金」を受け取った方

　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏ま
え、速やかに生活・暮らしの支援を受けられるよう、特に
家計への影響が大きい子育て世帯のうち、住民税所得割
非課税世帯等を支援するため、特別給付金を支給します。

子育て世帯生活支援特別給付金（低所得世帯分）のご案内

■給付金額
児童１人あたり３万円

■手続き等
○申請が不要な方（令和５年４月分の児童手当または特
　別児童扶養手当の受給者で住民税非課税の方）
　【振込予定日】12 月11日（月）
　【振込先口座】令和５年４月分の各手当を支給した口座
○申請が必要な方（上記以外の方 )
   例：新規児童手当受給者、収入が急変した方
　【受付期間】令和５年12 月1日（金）～

令和６年２月29日（木）
　【 手 　続 】申請書の提出が必要となります。まずは
 　　　 お電話でご相談ください。

特別児童扶養手当対象児童の場合、20 歳未満
令和 6 年２月末までに生まれた新生児等も対象

令
和
５
年
分

決
算
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　　
信
濃
中
野
税
務
署
で
は
、
個
人

事
業
者
の
方
を
対
象
に
、
所
得
税

お
よ
び
消
費
税
の
一
般
的
な
決
算

の
仕
方
や
確
定
申
告
に
当
た
っ
て

の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
説
明
会
は
事
前
予
約
制
で

行
い
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
方

は
開
催
日
前
日
ま
で
に
信
濃
中
野

税
務
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
白
色
申
告
者
向
け

　
○
開
催
日

12
月
11
日
㈪

　
○
農
業
所
得
の
方

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　
○
営
業
・
不
動
産
所
得
の
方

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　
○
場
所

中
野
市
中
央
公
民
館
３
階

３
０
１
講
堂

■
青
色
申
告
者
向
け

　
○
開
催
日

12
月
７
日
㈭

　
○
農
業
所
得
の
方

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　
○
営
業
・
不
動
産
所
得
の
方

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３

時
30
分
ま
で

　
○
場
所

飯
山
市
公
民
館
2
階
講
堂

信
濃
中
野
税
務
署 

個
人
課
税

部
門

℡
０
２
６
９ -

２
２ -

３
１
５
３

QR コードで
ホームページ
をチェック！

「
年
末
の
交
通
安
全
運
動
」

を
実
施
し
ま
す

　

降
雪
期
を
迎
え
、
交
通
事
故

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

な
る
交
通
安
全
の
推
進
、
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
の
た
め
、
次
の
日

程
で
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し

ま
す
。
次
の
重
点
項
目
に
つ
い
て
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
間12

月
15
日
㈮
か
ら
12
月
31
日

㈰
ま
で

■
重
点
項
目

○
冬
道
の
安
全
運
転
の
徹
底

降
雪
期
で
路
面
状
態
も
悪

く
な
り
ま
す
。
早
朝
、
夜

間
だ
け
で
な
く
日
中
も
減

速
運
転
に
心
が
け
、
急
ハ
ン

ド
ル
や
急
発
進
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
夕
暮

れ
も
早
く
な
り
ま
す
。
夜

間
等
の
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
適
切

な
活
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
を
し
な
い
運
動

の
推
進

忘
年
会
な
ど
飲
酒
す
る
機

会
が
増
え
ま
す
。
飲
ん
だ

ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら

飲
ま
な
い
、
飲
酒
運
転
し

な
い
運
動
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接

種
を
12
月
で
運
営
終
了

　
こ
と
し
５
月
27
日
か
ら
実
施
し

て
い
ま
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
集
団
接
種
は
、
12
月
19
日
㈫

の
接
種
を
も
っ
て
運
営
終
了
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
年
内
に

飯
山
城
址
公
園
弓
道
場
下
駐
車

場
に
設
置
し
て
い
る
集
団
接
種
会

場
の
仮
設
建
物
等
は
撤
去
と
な

り
ま
す
。
集
団
接
種
会
場
で
の
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期
間
内

に
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
１
月
か
ら
３
月

ま
で
の
接
種
は
、
個
別
医
療
機

関
で
の
接
種
へ
と
切
り
替
わ
り
ま

す
。
接
種
日
等
は
、
医
療
機
関
ご

と
に
設
定
さ
れ
、
飯
山
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
原
則
公
表
し
ま

す
。
接
種
日
を
公
表
し
て
い
る
医

療
機
関
へ
の
予
約
は
市
役
所
で
受

付
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
１
月
か

ら
３
月
の
接
種
の
詳
細
は
、
来
月

の
広
報
飯
山
12
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
無
料
で
の
接
種
は
、
令
和
６
年

３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
集
団
接
種
期
間

　
12
月
19
日
㈫
ま
で

乗
用
の
車
両
は
公
道
走
行
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
ナ
ン
バ
ー

の
装
着
が
必
要
で
す

　
乗
用
の
農
耕
作
業
車
（
ト
ラ
ク

タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
等
）

や
小
型
特
殊
自
動
車
（
シ
ョ
ベ
ル

ロ
ー
ダ
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
）

は
公
道
を
走
る
か
否
か
に
関
わ
ら

ず
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
装
着

義
務
が
あ
り
、
ま
た
軽
自
動
車

税
（
種
別
割
）
の
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

装
着
し
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
車
両

を
お
持
ち
の
方
は
、
至
急
、
税
務

課
で
登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
登
録
手
続
き
を
す
る

際
に
は
、
車
名
と
車
台
番
号
、
販

売
証
明
書
ま
た
は
譲
渡
証
明
書

等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
登
録
申

請
用
紙
に
つ
い
て
は
税
務
課
で
の

直
接
の
お
渡
し
か
飯
山
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
ご
不
明
な
点

は
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

　 市民環境課 国保年金係 ℡ 67-0726（課代表）　

■対象となる方
　①障害基礎年金または障害年金１級、２級を受給し
　　ている方
　②身体障害者手帳１級、２級、３級の方
　③身体障害者手帳４級の方で、次のいずれかに該当
　　する場合
　　・下肢障がい 4 級 1 号（両下肢の全ての指を欠くもの）
　　・下肢障がい 4 級 3 号（左右どちらか一方の下肢を下腿
　　　の 2 分の 1 以上欠くもの）
　　・下肢障がい 4 級 4 号（左右どちらか一方の下肢の機能
　　　の著しい障がい）
　　・音声機能、言語機能の著しい障がい
　④療育手帳 A １、A ２の方
　⑤精神障害者保健福祉手帳１級、２級の方

■ご加入いただくと、医療機関へかかったときの
　自己負担割合が変わることがあります

　○一般的な自己負担割合　　　　　１割
　○所得の多い方の自己負担割合　　2 割または３割

65 歳以上 75 歳未満で次に該当する方は、後期高齢者医療制度に加入いただくことができます

障がいをお持ちの方へ 65 歳からの医療保険のご案内

■今までご加入の保険と保険料の額が変わります
　所得や世帯の状況等により、今までの保険料より
高額になる場合や不利益が生じる場合があります。

　※申請した日以降に、この制度に加入となり、それまで加
入していた健康保険は、資格喪失となります。また、後
期高齢者医療制度に加入した場合であっても、75 歳に
なるまでは将来に向かって取り下げることが可能です。

■医療費の助成（福祉医療費特別給付金制度）
　左記の①～⑤に該当する方は、医療費の助成（福祉
医療費特別給付金制度）を受けられる場合があります。

　※身体障害者手帳４級に該当の方、手帳等は所持してお
らず障害基礎年金または障害年金の受給権のある方
は、後期高齢者医療制度に加入することが必要とな
ります。このほか、所得要件等があります。

　【お問い合わせ】
　保健福祉課 障がい福祉係 ℡ 67-0727（課代表）

■持ち物（後期高齢者医療制度、福祉医療制度 共通）
印鑑、保険証、現在お持ちの各種障害者手帳等、障
害基礎年金または障害年金の年金証書（お持ちの方）

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係

℡ 
６
７ - 

０
７
２
７（
課
代
表
）

道
路
河
川
課 

監
理
係

℡ 

６
７ - 

０
７
３
７（
課
代
表
）

税
務
課 

市
民
税
係

℡ 

６
７ - 

０
７
２
３（
課
代
表
）



　県産材の主産地形成、木質バイオマスの利用促進を図る
ため、ペレットストーブまたはペレットボイラーを導入する方
を対象に令和 6 年度に予定している飯山市森のエネルギー
推進事業補助金の受付をしています。補助金交付には条件
等があります。詳しくは、農林課 耕地林務係までお問い合
わせください。

QR コードで
ホームページ
をチェック！

■補助金額等
ペレットストーブ・ペレットボイラー
本体購入費の半額

（上限 10 万円）
■受付期間
令和6年３月29日（金）まで

ペレットストーブなどの
購入補助金のご案内

　農林課 耕地林務係 ℡ 67-0729（課代表）

令和６年度（2024 年度）
の受付を行っています

　建物（家屋・車庫等）を取り
壊した場合は市役所税務課まで
ご連絡ください。
　ただし、年度途中に建物の取
り壊しがあっても、月割り等の
制度がないため、その年の１月
１日現在の所有者に年額分を納
めていただくことになります。
■ご連絡がない場合

翌年度以降も固定資産税が課
税される場合がありますので
ご注意ください。

建物を取り壊したら
ご連絡ください

 税務課 資産税係 ℡ 67-0723（課代表）

広
告
コ
ー
ナ
ー

広
告
コ
ー
ナ
ー

広報飯山　6ヶ月間

広告枠　46mm×180mm

おたからや
ドン・キホーテ信州中野店

月曜日～土曜日 ～

日曜日のみ ～

［場所］中野市大字江部 ドン・キホーテ信州中野店内

高価買取目指します‼

どんな物でも査定は無料‼

出張買取承ります‼

○貴金属○切手○古銭○勲章○

○刀剣○ブランド品○骨董品○

○商品券○使わないカメラ○

○壊れた腕時計○万年筆○など

フリーダイヤル 0120-940-578

長野県公安委員会 古物商許可
第 号インスタ

やってます♪

お気軽にお越しください‼

【場所】
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Informationお知らせ
みんなで築こう 人権の世紀

考えよう相手の気持ち 未来へつなげよう 違いを認め合う心

　12月４日（月）から10日（日）は、第75回人権週間で
す。人権週間中は人権・悩み事相談所を開設します。「いじ
め、虐待」など、子どもに関する問題、家庭内の問題、近所
のもめ事、プライバシーに関する問題など、毎日の暮らしの中
で起こるさまざまな問題についてお悩みの方は、お気軽にご
相談においでください。人権擁護委員が相談に応じます。（相
談無料、秘密厳守）
　飯山市では６名の方に人権擁護委員をお願いしております。
人権についてお困りのことがありましたら、お気軽に近くの人
権擁護委員にご相談ください。
■飯山市人権擁護委員（敬称略）
　丸山信一（飯山）  栗岩明浩（外様）  大平芳木（瑞穂）
　水野弥生（太田）  渡辺藤夫（柳原）  滝澤万利子（飯山）
■法務局では常時面接・電話相談を実施しています
 【（月）～（金）8:30 ～17:15】
 ・みんなの人権110 番 ℡ 0570-003-1 1 0
 ・子どもの人権110 番 ℡ 0120-007-1 1 0
 ・女性の人権ホットライン ℡ 0570-070-810

人権・悩みごと相談所を開設します

　 長野地方法務局 飯山支局　℡ 62-2302　
　 人権政策課 人権同和係　℡ 67-0743（課代表）

■人権・悩みごと相談所開設日　
期　日 時　間 会　場

12 月1日（金） 9:00 ～12:00 野沢温泉村公民館
12 月4日（月） 9:00 ～12:00 栄村役場
12 月5日（火）13:00 ～16:00 飯山市公民館
12 月5日（火） 9:00 ～12:00 中野市 人権センター

12 月6日（水） 9:00 ～12:00 木島平村 保健センター

12 月7日（木） 9:00 ～12:00 山ノ内町 地域福祉センター
どの会場においでいただいても結構です

　日本年金機構から、次のスケジュール
で「社会保険料（国民年金保険料）控除
証明書」が発送されています。税の申告
や年末調整において社会保険料控除の適
用を受けるためには、「社会保険料（国民
年金保険料）控除証明書」（または領収証
書）を添付する必要がありますので大切
に保管してください。
　また、「ねんきんネット」で事前に電子
送付希望の登録をしておくことで、e-Tax
で利用できる電子版の控除証明書を選ぶ
こともできます。送付時期までに登録が
間に合わなかった場合は、再交付申請を
行うことで受け取ることができます。
　なお、電子送付希望の登録をすると郵
送されなくなりますのでご注意ください。
■送付スケジュール
　① 令和5年1月1日から10月2日までの

間に国民年金保険料を納付した方
　　【郵送】10月下旬～11月上旬
　② ①のうち「ねんきんネット」において事

前に電子送付希望の登録を行った方
 　【電子送付】10月中旬～下旬

　③ 令和5年10月3日から12月31日ま
での間に国民年金保険料を納付した方
（①の対象者は除く）
　【郵送】令和6年 2月上旬

　④ ③のうち、「ねんきんネット」で事前に
電子送付希望の登録を行った方
　【電子送付】令和6年1月下旬

社会保険料（国民年金保険料）

控除証明書を順次発送してます

　 長野南年金事務所  ℡ 026-227-1284　
　 長野北年金事務所  ℡ 026-244-4100

第
51
回 

差
別
の
な
い
明
る
い

飯
山
市
を
築
く
市
民
大
会

　
部
落
差
別
を
は
じ
め
市
民
一
人

ひ
と
り
が
人
権
問
題
を
自
ら
の
課

題
と
受
け
止
め
、
家
庭
・
地
域
、

学
校
、
企
業
・
職
場
等
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
差

別
の
な
い
明
る
い
飯
山
市
の
実
現

に
向
け
て
主
体
的
か
つ
積
極
的
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
契
機
と

し
て
こ
の
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
映
画
上
映
の
ほ
か
、
市
内
小
中

学
校
児
童
生
徒
に
よ
る
作
文
発

表
、
ポ
ス
タ
ー
、
標
語
の
展
示
等

を
行
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時12

月
16
日
㈯

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４

時
20
分

■
場
所

飯
山
市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ

ら
大
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）

■
映
画
上
映

　
「
破
戒
」

○
あ
ら
す
じ

被
差
別
部
落
出
身
の
瀬
川
丑

松
は
、
故
郷
を
離
れ
小
学
校
の

教
壇
に
立
っ
て
い
る
。 

生
徒
に

慕
わ
れ
て
い
る
彼
は
、
出
自
を

隠
し
て
い
る
こ
と
や
、
差
別
の

現
状
に
悩
む
一
方
で
、
士
族
出

身
の
娘
に
恋
を
し
て
い
る
。 

同

僚
の
銀
之
助
に
も
支
え
ら
れ
て

い
た
が
、
学
校
で
は
丑
松
の
出

自
が
疑
わ
れ
始
め
て
し
ま
う
…

人
権
政
策
課 

人
権
同
和
係

℡ 

６
７ - 

０
７
４
３（
課
代
表
）

宝
く
じ
の
助
成
金
で

祭
礼
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

　

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町

村
振
興
協
会
が
実
施
し
て
い
る

「
地
域
活
動
助
成
事
業
」
を
活
用

し
、
針
田
区
が
祭
礼
用
具
に
関
わ

る
備
品
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

総
務
課 

庶
務
係

℡ 

６
７ - 

０
７
２
０（
課
代
表
）



長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

歯
科
口
腔
健
診
事
業
の
お
知
ら
せ

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
高
齢
者
の
方
の
健

康
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
歯

科
口
腔
健
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
固
い
も
の
が
食
べ
に
く
い
、

入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、
自
覚
症
状

は
無
い
が
お
口
の
状
態
を
確
認
し

た
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

　

○
昭
和
22
年
4
月
１
日
か
ら

昭
和
23
年
3
月
31
日
生
ま

れ
の
被
保
険
者

　

○
昭
和
18
年
４
月
１
日
か
ら

昭
和
22
年
３
月
31
日
生
ま

れ
の
被
保
険
者
の
う
ち
、

直
近
で
生
活
習
慣
病
に
か

か
る
受
診
を
さ
れ
た
経
歴

が
あ
り
、
か
つ
、
令
和
4

年
度
に
歯
科
医
療
の
受
診

が
な
か
っ
た
方

■
健
診
期
間

　
12
月
30
日
㈯
ま
で

■
健
診
費
用

無
料健

診
に
よ
り
治
療
が
必
要

な
場
合
は
、
そ
の
費
用
は

本
人
が
負
担

■
健
診
の
方
法

　

○
６
月
下
旬
に
長
野
県
後
期
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長
野
県
北
信
保
健
福
祉
事
務
所　

健
康
づ
く
り
支
援
課

℡ 

６
２ -

６
１
０
４

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合 
保
健
事
業
室

℡
０
２
６-

２
２
９-

５
３
２
０

「
く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す

　
失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
・
家

庭
問
題
等
に
つ
い
て
弁
護
士
が
相

談
に
応
じ
、
併
せ
て
保
健
師
に
よ

る
健
康
相
談
を
行
う
無
料
の
相
談

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
付12

月
７
日
㈭
、
14
日
㈭
、

21
日
㈭
、
28
日
㈭

■
時
間午後

2
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
と
午
後
３
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
（
1
人
1
時
間
程
度
）

■
会
場

長
野
県
北
信
保
健
福
祉
事
務

所
（
長
野
県
飯
山
庁
舎 

飯
山

市
大
字
静
間
１
３
４
０-

１
）

■
申
込
方
法
（
事
前
予
約
制
）

相
談
希
望
日
の
前
週
の
金
曜

日
正
午
ま
で
に
、
長
野
県
北

信
保
健
福
祉
事
務
所 

健
康

づ
く
り
支
援
課
（
℡
６
２-

６
１
０
４
）
ま
で
電
話
で
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

受
付
は
先
着
順
で
す
。
希
望

日
時
が
予
約
済
み
の
場
合
は
、

他
の
時
間
ま
た
は
相
談
日
で
の

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　子ども育成課　相談室　67-0742

毎年 11月は「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」

「親子のための相談 LINE」をご活用ください

　児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加しており、特に子ど
もの生命が奪われるなどの重大な事件も後を絶ちません。児童相談所 
虐待対応ダイヤル「189」は、虐待かもと思った時などに、すぐに児童
相談所に通告・相談ができる全国共通の電話番号です。電話をかける
とお近くの、児童相談所につながります。通告・相談は匿名で行うこ
ともでき、通告・相談をした人、その内容に関する秘密は守られます。
■目撃情報などの連絡先
　○中央児童相談所　 ℡ 026-238-8010
　○長野県児童虐待・DV24 時間ホットライン　
   ℡ 026-219-2413（毎日 24 時間）
　○子ども育成課相談室 ℡ 67-0742

　「親子のための相談 LINE」は、子育てや親子関係に
ついて悩んだときに、こども（18 歳未満）とその保護
者の方などが相談できる窓口です。匿名（LINE 上の
アイコンとニックネーム）でも相談ができ
ます。相談内容の秘密は守られます。友だ
ち追加は右のQRコードをご利用ください。
ひとりで悩まずに、お気軽にご相談くださ
い。

■こんなことを思ったら、相談してください
　○子ども
　　・パパやママに痛い思いをさせられる
　　・パパやママにいやな思いをさせられる など
　○パパやママ
　　・子どもが何度言っても言うことを聞いてくれ

ないから、手を上げてしまいそうになる
　　・イライラして、こどもに当たってしまう など

児童虐待かもと思ったらすぐに189（通話料無料）

友だち追加
はこちら↑

　市民環境課 国保年金係 67-0726（課代表）
　長野県後期高齢者医療広域連合 保健事業室 ℡ 026-229-5320

国民健康保険の医療費通知の送付等
後期高齢者医療の医療費通知の送付等

■医療費通知の送付時期等
　国民健康保険の医療費通知は、今年度分から年
１回送付となります。詳しくは、お問い合わせくだ
さい。

　　○対象診療月
　　　令和４年 11 月から令和５年 10 月まで
　　○送付時期
　　　令和６年２月上旬頃に送付
■医療費控除の申告をされる方へ　

　所得税等の確定申告の際に医療費控除の添付
資料としてお使いいただけますが、次の点にご
注意ください。
〇一部の診療科は医療費通知には記載されません。
〇令和５年 11 月から 12 月までの受診分は、令

和７年２月上旬頃の送付を予定しているため、
申告の期限に間に合いません。令和５年分の
確定申告期間中に医療費控除の申告をされる
際は医療機関等からの領収書を基に申告をし
てください。

○マイナンバーカードを使って医療費データを
連携し、e-Tax での確定申告もできますので
ご利用ください。

■医療費通知の送付時期等
　長野県後期高齢者医療広域連合では、医療費通
知を年１回送付しています。

　○対象診療月
　　令和 4 年 11月から令和 5 年 10 月まで
　○送付時期
　　令和 6 年１月下旬頃に送付
■医療費控除の申告をされる方へ

○令和 5 年 11 月から 12 月までの受診分は、令
和 7 年１月下旬頃の送付を予定しているため、
申告の時期には間に合いません。令和 5 年分の
確定申告期間中に医療費控除の申告をされる際
は、 医療機関等からの領収書を基に申告をして
ください。

○マイナンバーカードを使って医療データを連携
し、e-Tax での確定申告もできますのでご利用
ください。

○令和６年１月送付分からは、データ作成時点（12
月上旬）で被保険者が亡くなられている場合は
通知されませんので、亡くなられた方の医療費
通知が必要となる場合は、長野県後期高齢者
医療広域連合までご連絡ください。

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
よ

り
対
象
と
な
る
方
に
案
内
通

知
お
よ
び
受
診
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　

○
健
診
希
望
の
方
は
直
接
県

歯
科
医
師
会
所
属
の
歯
科

医
院
に
予
約
を
し
て
健
診

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

受
診
券
・
被
保
険
者
証
・
お

薬
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）

冬
期
間
の
水
道
ト
ラ
ブ
ル

防
止
の
た
め
閉
栓
手
続
き
を

　

冬
期
間
は
宅
内
水
道
管
の
凍

結
破
損
等
に
よ
り
漏
水
が
多
く

発
生
す
る
時
期
で
す
が
、
積
雪
の

た
め
検
針
は
で
き
ま
せ
ん
。
漏
水

の
発
見
が
遅
れ
、
雪
解
け
後
の
検

針
時
に
多
額
な
請
求
と
な
る
事

例
も
あ
り
ま
す
。
冬
期
間
水
道

を
使
用
し
な
い
場
合
は
水
道
管

の
凍
結
破
損
事
故
の
防
止
策
と

し
て
閉
栓
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

閉
栓
手
続
き
は
上
下
水
道
課

窓
口
で
行
い
ま
す
の
で
、
顔
写
真

付
き
の
本
人
確
認
書
類
（
ま
た
は

印
鑑
）
と
手
数
料
１
０
０
０
円
を

お
持
ち
の
う
え
、
降
雪
期
前
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
閉
栓
中

は
基
本
料
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

上
下
水
道
課 
業
務
係

℡ 

６
７ - 
０
７
３
９（
課
代
表
）

今年度から年１回の通知となります

参
加
者
募
集
中

ク
リ
ス
マ
ス
・
ス
ト
ッ
キ
ン
グ

を
作
ろ
う
！ 

　
12
月
と
言
え
ば
、
ク
リ
ス
マ
ス

で
す
！
国
際
交
流
員
グ
ロ
リ
ア
さ

ん
と
一
緒
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
定

番
の
お
飾
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

■
日
時

　
12
月
16
日
㈯

　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

■
会
場

　
飯
山
市
公
民
館
１
０
３
教
室

■
対
象

　
市
内
小
学
生
以
上

大
人
・
親
子
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す

■
定
員

　
16
名

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

■
材
料
費

　
２
０
０
円

■
持
ち
物

　
ハ
サ
ミ

■
締
め
切
り
日

　
12
月
４
日
㈪

月
４
日
㈪

お申し込み
はこちら↑

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係

℡ 

６
７ - 

０
７
２
２（
課
代
表
）
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○医薬品の適正使用
　薬は病気やケガを治すのに役立ちますが、どんな薬でも
副作用の危険性があり、正しく使わなければ思わぬ健康被
害につながります。薬を安全に使用するために、医師や薬剤
師などの専門家に症状やアレルギー、過去の副作用などの
情報を正確に伝えましょう。
　また、かかりつけ薬剤師・薬局やお薬手帳を持つことも
有効です。専門家から適切なアドバイスを受け、正しい使
用方法を理解してから薬を使用しましょう。
　

医薬品を正しく使用するために
次のことを守りましょう！

○どの医療機関を受診しても、薬の受取先はこの薬局！
　薬の相談はこの薬剤師
　薬局では、調剤した薬の履歴を患者ごとに管理していま
す。薬の受取先を1つの薬局に決めることで、患者さんは
より適したアドバイスを受けることができ、いざと言うとき
や困ったときに電話等でも相談ができます。
　処方箋が無くても薬などの相談を気軽にできる場所と
しても、薬局を積極的に活用して、健康の維持、増進を
図りましょう。
○一般用医薬品（市販薬、OTC）　
　市販薬やOTCなどとも呼ばれる一般用医薬品は、軽
い病気やけがをしたときなどに、処方せんがなくても薬
局やドラッグストアで買えるお薬です。医師に診てもら
わなくても購入できる薬とはいっても、重い健康被害を
起こすものもあります。
　一般用医薬品を正しく理解して購入することが、安全
な使用につながるため、専門家からアドバイスを受けて、
あなたに合ったお薬を購入しましょう。
OTC医薬品とは： 薬剤師などによる情報提供をふまえて、症状にあわ
                         せて薬局などで購入できる市販の薬です。

　　保健福祉課 健康増進係　 ℡ 67-0727（課代表）

㉒
　先月、日本の食料自給率に関する講演会に参加しま
した！
　講演者の鈴木教授によると、日本の食料自給率（カ
ロリーベース）は約 38％で、先進国の中で最も低い
そうです。日本従来の食生活が戦後洋風化し、輸入品
への依存度が高まっていることが原因の一つと言わ
れています。一方、農林水産省のサイトで私が調べ
たところ、カナダの食料自給率（カロリーベース）は
200％を超えています。
　国産米の消費量が増えれば、日本の食料自給率も上
がるのではないかと思いました。しかし、毎日三食お
米を食べると飽きると思うので、コメを使ったお米以

外の食品を食べるのも一つの手段だと思います。例
えば、乾麺である「ビーフン」はうるち米の米粉で
作られ、コメで出来た細いスパゲッティのような麺
です。私は香港に住んでいた時、麺を鶏がらスープ
に入れ、豚肉団子や野菜と一緒にスープ麺としてよ
く食べていました。　　
　「江戸時代のような地産地消が理想的」と鈴木教授
が言っていました。飯山は美味しいお米をはじめ、
たくさんの農産物を生産しています。皆さんも地元
の農家を応援し、なるべく地元産の農産物を買いま
しょう！
※「クリスマスストッキングを作ろう」の参加者募集中(関連１５ページ)

飯山の美味しい農産物をもっと食べましょう！

QRコードで
インスタグラム
をチェック！

第
４
回

食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
の
排
出
を
削

減
し
、
地
球
温
暖
化
の
進
行
を
緩
和
す

る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
」。
今
回

は
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
「
食
品
ロ
ス
」
と
は
、
本
来
食
べ
ら
れ

る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
作
り
す
ぎ
た
料
理
が
食

べ
き
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
た
り
、
手
つ
か
ず

の
ま
ま
期
限
切
れ
等
の
理
由
で
捨
て
ら

れ
た
り
と
い
っ
た
家
庭
か
ら
の
発
生
の
ほ

か
、
外
食
で
の
食
べ
残
し
も
こ
れ
に
含
ま

れ
ま
す
。

　
国
内
全
体
の
食
品
ロ
ス
の
量
は
、
令
和

３
年
度
で
５
２
３
万
㌧
、
１
人
当
た
り
約

42
㌕
に
も
お
よ
び
、
こ
れ
は
国
民
全
員
が

毎
日
お
茶
碗
一
杯
分
の
ご
飯
を
捨
て
て
い

る
こ
と
に
近
い
量
で
す
。

　
大
量
の
食
品
が
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
は
、

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、廃
棄
さ
れ
た
食
品
（
生
ご
み
）

の
輸
送
で
大
量
の
Ｃ
Ｏ
２
を
発
生
さ
せ
る

ほ
か
、
生
産
時
や
流
通
時
に
発
生
す
る
Ｃ

Ｏ
２
も
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
食
品
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
、
買
い
物

の
際
に
は
買
い
す
ぎ
な
い
（
食
べ
き
れ
る

量
だ
け
買
う
）、
買
っ
た
食
べ
物
は
期
限

内
に
食
べ
き
る
と
い
っ
た
基
本
的
な
心
掛

け
の
ほ
か
、
す
ぐ
に
食
べ
る
・
飲
む
も
の

は
店
舗
の
陳
列
の
手
前
か
ら
取
る
（
て
ま

え
ど
り
）、
期
限
が
近
い
値
引
き
商
品
を

上
手
に
利
用
す
る
、
余
る
食
べ
物
は
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
寄
付
す
る
と
い
っ
た
取
組
も

有
効
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は

会
食
の
機
会
も
増
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す

の
で
、
外
食
の
際
に
は
食
べ
き
れ
る
分
だ

け
注
文
す
る
、
残
っ
た
食
べ
物
は
持
ち
帰

る
、
と
い
っ
た
こ
と
に
も
心
が
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

食
品
ロ
ス
削
減
に
よ
る
効
果

家
庭
と
外
食
の
食
品
ロ
ス
が
ゼ
ロ
に

な
っ
た
場
合

・
１
人
当
た
り
年
間
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
54

㌕
の
削
減

○
参
考
：
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
「
省
エ

ネ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」、
農
林
水
産
省

「
食
品
ロ
ス
と
は
」
よ
り
引
用

脱炭素社会の実現には、一人ひとりのライフスタ
イルの転換が重要です。「ゼロカーボンアクション
30」にできるところから取り組んでみましょう！

ゼロカーボン推進課 ゼロカーボン推進係　
℡ 67-0732（課代表） 

Ｅ ( エ ) ネルギッシュに
Ｅ (イー ) ヤマで活躍している

皆さんを紹介します

E
イー

ひ　と
発見！
いいひと はっけん    ＃ 210

車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
に
な
っ
て
12
年

目
、
52
歳
で
決
意
し
、
デ
ン
マ
ー

ク
に
あ
る
障
が
い
者
と
健
常
者
が
と
も
に

暮
ら
し
、
学
ぶ
成
人
教
育
機
関
エ
グ
モ
ン

ト
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
ン
に
留
学
し
た
小
林
さ

ん
。「
障
が
い
や
病
気
な
ど
で
人
生
を
あ

き
ら
め
る
の
で
は
な
く
、
挑
戦
し
、
仲
間

と
一
緒
に
乗
り
越
え
る
と
い
う
学
び
が
心

を
豊
か
に
し
た
」
と
語
り
ま
す
。
留
学
先

で
、
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
の
同
級
生
が
、
仲

間
と
一
緒
に
、
女
性
だ
け
で
ト
レ
イ
ル
に

挑
戦
し
て
る
記
録
動
画
を
見
て
感
銘
を

受
け
、
事
故
で
脊
髄
を
損
傷
し
車
い
す

ユ
ー
ザ
ー
に
な
っ
て
以
来
あ
き
ら
め
て
い

た
趣
味
の
山
歩
き
に
挑
戦
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

信
越
ト
レ
イ
ル
踏
破
に
は
、
小
林
さ

ん
と
山
歩
き
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
方
が
集
ま
っ
たjust one trail

と
い

う
チ
ー
ム
で
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム

名
に
は
、「
た
っ
た
一つ
の
私
た
ち
の
ト
レ

イ
ル
」
と
「
ど
こ
に
で
も
あ
る
た
だ
の
ト

レ
イ
ル
」
と
い
う
相
反
す
る
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。「
大
き
く
取
り
ざ
た
さ

れ
て
し
ま
う
『
障
が
い
者
』
と
い
う
側
面

で
す
が
、『
山
を
歩
き
た
い
ん
だ
け
ど
一
緒

に
い
か
な
い
？
』『
い
い
よ
ー
』
と
い
う
友

だ
ち
間
の
些
細
な
や
り
取
り
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
ん
で
す
」
と
小
林
さ
ん
。
現
在
、

信
越
ト
レ
イ
ル
11
㌔
を
踏
破
、
10
年
ほ

ど
か
け
て
、
全
長
１
１
０
㌔
を
踏
破
す
る

計
画
で
す
。「
私
を
含
め
、
メ
ン
バ
ー
に

と
っ
て
飯
山
が
第
二
の
故
郷
に
な
れ
ば
」

と
笑
顔
で
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

「just one trail」「just one trail」
ジャスト ワン トレイル

チームで
信越トレイル
踏破を目指す
プロジェクト始動

小林 博子 さん
　（写真中央）

静岡県
島田市

QRコードで
インスタグラム
をチェック！
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日
本
の
農
業
は
、
古
く
か
ら

続
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
の
中
で
、
私
達
が
食
べ
て
生
き

て
い
く
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
食

べ
物
が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
害
虫
に
強
い
も
の
や
、
季

節
の
変
化
に
た
え
ら
れ
る
も
の
な

ど
、
色
々
な
改
良
が
進
ん
で
き
ま

し
た
。

　
私
の
家
の
畑
で
も
、
毎
年
春
か

ら
夏
、
そ
し
て
秋
に
か
け
て
色
々

な
野
菜
が
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
年
に
よ
っ
て
、
よ
く
育
つ
野

菜
は
ち
が
い
ま
す
。
じ
ゃ
が
い
も

が
全
然
育
た
な
い
年
、
ト
マ
ト
が

た
く
さ
ん
育
つ
年
、
カ
タ
ツ
ム
リ

や
い
も
虫
の
よ
う
な
害
虫
に
食

べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
年
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
実
っ
た
野
菜
を

【
最
優
秀
賞
】

　
『
私
達
の
農
業
』         

　

    

常
盤
小
学
校 

５
年　

 
                      

緒
方 

閃せ
ん

使
っ
た
料
理
は
、
大
変
お
い
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
以
前
、
埼
玉
で
生
活
を
し
て
い

た
時
と
比
べ
る
と
、
今
生
活
を
し

て
い
る
飯
山
市
は
全
く
環
境
が
ち

が
い
ま
す
。
緑
が
多
い
中
で
農
業

を
身
近
に
感
じ
、
生
活
の
中
で
野

菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
毎
日
は
変

わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
毎
年
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る

と
大
き
な
自
然
災
害
が
起
き
ま

す
。
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境

問
題
が
原
因
の
一つ
だ
と
思
い
ま

す
。
自
然
災
害
が
起
き
る
と
、
農

業
は
大
変
な
被
害
を
受
け
ま
す
。

大
切
な
農
業
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
も
、
ま
ず
は
身
近
に
あ
る
良
い

自
然
環
境
を
守
っ
て
、
た
く
さ
ん

の
農
作
物
が
収
か
く
で
き
る
と
い

い
と
思
い
ま
す
。

【
優
秀
賞
】

　
『
じ
ゃ
が
い
も
ほ
り
』         

　

   

泉
台
小
学
校 

５
年　

                   

川
口 

晴は

く久

【
優
良
賞
】

　
『
農
業
に
つ
い
て
』         

　

    

泉
台
小
学
校 

６
年　

                   

山
室 

橙と
う
や矢

　
ぼ
く
の
家
で
は
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
毎
年

キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
や
ナ
ス
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
作
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
ぼ
く
が
そ
の
中
で
一

番
好
き
な
の
が
、
じ
ゃ
が
い
も
で

す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
く
れ
る
焼
き
い

も
や
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
て

く
れ
る
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
や
ポ
テ

ト
チ
ッ
プ
ス
が
お
い
し
く
て
大
好

き
だ
か
ら
で
す
。

　
ぼ
く
は
去
年
、
家
族
み
ん
な
で

じ
ゃ
が
い
も
ほ
り
を
し
ま
し
た
。

ぼ
く
は
土
の
中
に
あ
る
い
も
を
探

し
て
ほ
っ
た
り
、
ほ
っ
た
い
も
を

運
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
い
も
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
、
探
す
の
に
苦
労

し
ま
し
た
。
す
ず
し
い
朝
か
ら
始

め
た
の
に
、
暑
く
て
汗
を
い
っ
ぱ

い
か
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
運
ぶ
と

き
に
い
も
が
重
く
て
と
っ
て
も
大

変
で
し
た
。

　
家
で
作
る
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
や

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
は
、
あ
げ
た
て

で
カ
リ
カ
リ
、
ホ
ク
ホ
ク
し
て
い

ま
す
。
早
く
食
べ
た
く
て
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
い
る
台
所
に
い
っ
て

つ
ま
み
ぐ
い
を
何
回
も
し
て
い
ま

す
。

　
ぼ
く
は
、
大
好
き
な
フ
ラ
イ
ド

ポ
テ
ト
や
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
食

入賞されました作品は、飯山市ホー
ムページで紹介させていただくほ
か、公共施設などで掲示させてい
ただきます。QRコードでホーム
ページをチェック！

農業に関する作文・   図画コンクール

入賞作品をご紹介 
農業委員会では毎年、次世
代を担う子どもたちに農業に
関心を持ってもらい、魅力の
発見や認識を深めてもらうこ
とを目的に、「農業に関する
作文・図画コンクール」を開
催しています。今年度入賞さ
れた児童の作品を紹介しま
す。（作文1・2・3年の部の
応募はありませんでした）

べ
る
に
は
収
か
く
だ
け
で
も
こ
ん

な
に
大
変
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
で
も
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
収
か

く
だ
け
で
は
な
く
て
、
植
え
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
草
と
り
や

水
や
り
な
ど
、
大
き
く
な
る
ま
で

お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

じ
ゃ
が
い
も
だ
け
で
な
く
他
の
野

菜
も
同
じ
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
つ
も
暑
い

中
、
大
切
に
育
て
た
り
収
か
く
し

て
く
れ
た
り
す
る
お
か
げ
で
、
ぼ

く
は
新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
が
食

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。

　
だ
か
ら
、
ぼ
く
は
作
っ
て
く
れ

た
人
に
感
し
ゃ
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
大
切
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
苦
労
が
へ
ら
せ
る
よ
う
に
、
ぼ

く
も
も
っ
と
手
伝
い
を
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

作 文 の 部

【最優秀賞】
『じいちゃんのそだてたやさいたち』

常盤小学校 2年　田中 杷
わ か
花 

図
画
１・２・３
年
の
部

【優秀賞】
『田植えの絵』

秋津小学校 2年　古田 佳
か ほ
帆 

図
画
１・２・３
年
の
部

【優良賞】
『おいしそうななす』
戸狩小学校 2年　小林 隼

は や と

士 

図
画
１・２・３
年
の
部

【優秀賞】
『元気なジャガイモたち』
泉台小学校 ６年　小湊 胡

こ た ろ う
太郎 

図
画
４・５・６
年
の
部

【優秀賞】
『長いもを育てている近じょのおじさん』

木島小学校 ６年　丸山 華
は る

瑠 

図
画
４・５・６
年
の
部

　
農
業
は
、
と
て
も
楽
し
い
こ
と

だ
と
ぼ
く
は
思
い
ま
す
。
そ
の
理

由
は
、
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
収
か
く
す
る
こ
と

が
楽
し
い
か
ら
で
す
。
ぼ
く
の
家

の
畑
に
は
、
様
々
な
野
菜
が
育
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
ズ
ッ
キ
ー
ニ
や

ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
な
ど
で
す
。

そ
の
野
菜
を
収
か
く
す
る
の
を
、

ぼ
く
は
、
手
伝
い
ま
し
た
。
ピ
ー

マ
ン
を
収
か
く
す
る
と
き
は
、
妹

と
協
力
し
て
や
り
ま
し
た
。
協

力
し
て
収
か
く
す
る
こ
と
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
育
て
る
こ
と
が
楽

し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ぼ
く
が
保

育
園
児
の
こ
ろ
に
、
田
ん
ぼ
に

行
っ
て
田
植
え
や
稲
の
収
か
く
を

手
伝
い
ま
し
た
。
お
い
し
く
育
っ

て
ね
と
思
い
を
こ
め
て
や
り
ま
し

た
。
思
い
を
こ
め
て
や
っ
た
か
ら
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
収
か
く
し
た
物

を
食
べ
る
こ
と
が
す
き
だ
か
ら
で

す
。
自
分
た
ち
で
、
収
か
く
し
て

食
べ
る
と
、す
っ
ご
く
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
自
分
で
収
か
く
し
て
、

良
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
父
や
祖
父
に
、
育
て
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
と
言
い
た
く
な

り
ま
し
た
。
自
分
で
収
か
く
し
た

も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　
ぼ
く
は
、
こ
の
三
つ
の
こ
と
か

ら
農
業
は
楽
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
。
農
業
は
楽
し
い
こ
と
な

の
で
、
大
人
に
な
っ
て
も
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
に
、

農
業
は
と
っ
て
も
大
切
で
す
。
な

の
で
、
ぼ
く
も
、
手
伝
っ
た
り
、

野
菜
を
育
て
た
り
し
て
い
き
た
い

で
す
。 あしあと 9・10月の活動記録

9 月 7 日
26 日

10 月   5 日
19 日
26 日

農業委員会役員会
9月農業委員会総会
農業委員会役員会
情報委員会
10月農業委員会総会

「農地相談」「新規就農相談」を行います！ 

■日時　12月8日 ( 金 )  午前 9時～正午　 午後 1時～ 3時
■場所　市役所 4階　第 1委員会室
■相談例　・農地を貸したい、借りたい、売りたい、買いたい
　　　　　 ・農業を始めたい　　・農業者年金について
■お問い合せ　農業委員会事務局・農林課農業振興係TEL：67-0729

図 画 の 部



実施
報告

　

信
州
大
学
出
前
講
座
＆
飯

山
雪
国
大
学
千
曲
川
学「
地
形・

地
質
が
語
る
大
地
の
生
い
立
ち

（
北
信
版
）
〜
千
曲
川
を
訪
ね

て
学
ぶ
〜
」
が
、
10
月
15
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

信
州
大
学
准
教
授
の
竹
下

欣
宏(

よ
し
ひ
ろ)

先
生
を
お

迎
え
し
、
東
御
市
か
ら
立
ヶ
花

ま
で
移
動
し
な
が
ら
千
曲
川
を

観
察
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
普
段
何
気
な
く

見
て
い
る
地
形
が
千
曲
川
の
流

れ
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

や
、
河
原
の
石
こ
ろ
に
は
そ
れ

ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
解
説

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
先

生
の
説
明
を
受
け
て
地
層
や
河

原
の
石
を
じ
っ
く
り
と
眺
め
た

り
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
が
、
千
曲

川
の
歴
史
や
地
層
の
特
徴
に
つ

い
て
質
問
す
る
場
面
も
あ
り
、

千
曲
川
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

講
座
に
な
り
ま
し
た
。

地
形
・
地
質
か
ら
千
曲
川
を
学
ぶ

実施
報告報告
友
の
会
視
察
研
修
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
！

真
田
氏
ゆ
か
り
の
寺
院
へ
、
松
代
探
訪

21  生涯学習だより / 23.11

生
涯
学
習
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り
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飯山市公民館
Ins tagram を
始めました。
フォローを
お願いします

　

10
月
28
日
、
友
の
会
会
員

17
名
の
皆
さ
ん
に
事
務
局
2

名
も
同
行
し
、
長
野
市
松
代
町

へ
秋
の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。真
田
氏
ゆ
か
り
の
寺
院「
大

鋒
寺
」「
長
国
寺
」、
そ
し
て
午

後
か
ら
は
真
田
宝
物
館
と
そ
の

周
辺
を
地
元
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の

案
内
で
見
学
し
ま
し
た
。
各
寺

院
の
ご
住
職
や
地
元
ガ
イ
ド
さ

ん
の
丁
寧
な
説
明
に
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
積
極
的
に
質
問
す

る
な
ど
充
実
の
研
修
に
な
り
ま

し
た
。

【
参
加
者
の
ご
感
想
（
一
部
抜
粋
）】

「
松
代
へ
は
何
度
も
足
を
運
ん

で
い
た
が
、
新
た
な
側
面
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
」

「
大
鋒
寺
・
長
国
寺
に
て
特
別

に
御
霊
屋
（
お
た
ま
や
）
に
入

ら
せ
て
い
た
だ
き
と
て
も
良
か

っ
た
」

「
今
後
、
幕
末
の
飯
山
城
と
松

代
城
の
か
か
わ
り
を
学
ん
で
い

き
た
い
」

「
千
曲
川
学
」
現
地
学
習
開
催

足元の地層を紹介する竹下先生森将軍塚古墳から見える地形の解説を聞きました

実施
報告

講
堂
い
っ
ぱ
い
の
作
品
・
日
々
の
成
果
発
表
の
舞
台

第
44
回
飯
山
市
青
少
年
芸
術
祭
開
催

たくさんの見学者が訪れました（展示）
　

第
44
回
飯
山
市
青
少
年
芸

術
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
は
10
月
21
日
、

22
日
の
2
日
間
、
飯
山
市
公
民

館
講
堂
で
行
わ
れ
、　
市
内（
飯

水
）
の
小
中
学
生
が
制
作
し
た

絵
画
・
習
字
と
工
作
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

見
学
者
は
一
つ
一
つ
の
作
品

を
じ
っ
く
り
と
眺
め
て
い
ま
し

た
。
家
族
で
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、

た
く
さ
ん
の
作
品
の
中
か
ら
お

子
さ
ん
の
作
品
を
探
し
た
り
、

常盤小学校 2年生による音楽物語「スイミー」（舞台）

自分の作品探し（展示） 工作など立体作品（展示）

作
品
の
前
で
記
念
撮
影
を
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
3
日
に
は
飯
山
市
文

化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で
舞
台

部
門
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が

合
唱
や
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

学
校
の
授
業
で
習
っ
た
題

材
や
日
頃
の
練
習
成
果
を
舞

台
で
発
表
し
、
観
客
の
皆
さ
ん

が
手
拍
子
で
盛
り
上
げ
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

長国寺御霊屋の前で記念撮影

飯山城下町を歩く飯山城下町を歩く
シ
リ
ー
ズ

　平成４年、飯山城跡の西端部に飯山市弓道場の建設が行われることに
伴い、初めて飯山城跡発掘調査が行われました。古絵図や古文書によると、
弓道場建設予定地は近世には南中門（みなみなかもん）、番所（ばんしょ）、駕
籠（かご）部屋が描かれている場所です。当初は明治以降の開墾や解体な
どによって城の遺構はほとんど残されていないと考えられましたが、調査
の結果、絵図等と規模や配置がほぼ一致する建物の遺構が発見されました。
　南中門は南大手門から帯曲輪（おびくるわ）を登って2番目にくぐる門で、
調査では栗石（くりいし）や雨落ち跡が確認されました。間口5間、奥行2
間半、下坪約30坪の建物で、古文書の記述と同規模でした。現在は盛土
で保存した上に礎石を復元展示しています。南中門の左手に付随して建て
られた番所跡は、約20坪の建物であることが分かり、これも古文書とほ
ぼ同様の規模でした。南中門をくぐり広い空間を隔てて正面に駕籠部屋が
あります。発見された栗石から推定すると、間口6間、奥行2間で細長い
建物であることが分かりました。
　発掘調査では城内で使用された暮らしの品々が発見されました。その多
くは近世後期の18～19世紀に位置づけられるもので、日常食器である茶
碗、皿をはじめ土鍋やすり鉢、徳利（とっくり）や盃などが発見されました。
このほか天保通宝などの銭貨や鎌、砥石（といし）などもあります。変わっ
たものでは鳩笛（子ども向けの玩具）が見つかっています。

実施
報告

　10月 15日、「寺めぐりハイキング」が
開催されました。飯山公民館と飯山市公
民館の共催事業であるこのイベントは、
“寺のまち・飯山“のたくさんのお寺を歩
いてめぐり、ふるさとの魅力を発見する
とともに、住民の皆さんの健康増進を図
ることを目的に毎年開催しており、飯山
地区内の 20 のお寺を 3年間かけて踏破
しています。今年は愛宕町・奈良沢・肴
町のお寺と展示試作館を回りましたが、
このイベントのためにお堂を開けてくだ
さったお寺さんもあり、貴重な寺宝も見
ることができた参加者は大喜び。時折小
雨も降るなか、市民学芸員の先生の説明
に熱心に耳を傾け、質問も寄せながら、「雪
国の小京都」の魅力を堪能しました。

寺めぐり
寺めぐりでふるさとの魅力を発見

ハイキング開催

発掘調査で発見された飯碗（めしわん） 鳩笛

城北中学校吹奏楽部による演奏（舞台）
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【
初
め
て
の
米
作
り
】

　
今
年
初
め
て
自
分
の
米
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
近
所
の
精
米
所
で

働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
て
米
作

り
の
基
本
を
教
わ
り
、
い
つ
か

自
分
で
も
や
っ
て
み
た
い
な
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
近
所
の

農
家
さ
ん
の
後
押
し
も
あ
り
念

願
の
田
ん
ぼ
を
始
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
僕
は
絵
を

描
い
て
い
る
の
で
す
が
、
感
性

を
深
め
る
い
い
機
会
に
も
な
る

と
思
い
米
作
り
を
手
作
業
で
行

っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
人
力
で
の
田
起
こ
し
や
代
掻

き
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
時
間

が
か
か
り
、
作
業
の
途
中
で
鍬

（
く
わ
）
の
柄
が
折
れ
て
し
ま
っ

た
時
は
、
気
持
ち
も
折
れ
そ
う

に
な
っ
た
り
、
田
植
え
で
は
泥

ま
み
れ
に
な
っ
た
り
も
し
ま
し

た
が
、
自
然
の
中
で
の
作
業
、

土
と
触
れ
合
う
時
間
は
心
地
良

か
っ
た
で
す
。

　
水
や
り
や
草
と
り
が
日
課
に

な
り
、
時
間
の
流
れ
と
と
も
に

変
化
し
て
い
く
田
ん
ぼ
の
様
子

を
絵
に
描
い
て
、
稲
の
生
育
を

観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
田

ん
ぼ
は
色
々
な
生
物
の
住
処
に

も
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
補
食

し
に
や
っ
て
く
る
動
物
も
い
て

生
き
物
の
観
察
を
で
き
た
こ
と

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
夏
に

は
緑
色
の
稲
が
生
い
茂
り
、
風

に
ゆ
れ
る
稲
の
こ
す
れ
合
う
音

や
虫
の
鳴
き
声
な
ど
音
も
楽
し

む
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
秋
、
黄
金
色
に
輝
く

田
ん
ぼ
。
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を

思
い
出
し
な
が
ら
鎌
で
一
株
ず

つ
刈
取
り
、
は
ぜ
掛
け
に
し
ま

し
た
。
刈
り
取
っ
た
稲
の
束
か

ら
心
地
良
い
こ
う
ば
し
い
香
り

が
し
て
、
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た

達
成
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

【
生
活
や
感
性
を
豊
か
に
】

　
今
は
ま
だ
乾
燥
中
で
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、

ま
だ
作
業
が
残
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
あ
と
も
う
少
し
な
の
で

楽
し
み
な
が
ら
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
初
め
て
の
米
作
り
を

行
っ
た
経
験
は
大
変
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
僕
の
生
活
や
感
性

を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
自
然
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
飯
山
で
の

生
活
、
農
作
業
を
楽
し
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た

の
も
、
い
つ
も
優
し
く
見
守
っ

て
く
れ
た
近
所
の
農
家
さ
ん
達

の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
筆
者
紹
介
】

　
青
木
農
（
み
の
り
）
さ
ん
は
、

昭
和
63
年
10
月
3
日
生
ま
れ
、
大

阪
府
堺
市
出
身
の
画
家
で
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
な
ど

も
手
掛
け
て
い
ま
す
。
柏
尾
に
移

住
し
て
2
年
目
で
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　（
瑞
穂
公
民
館
）

初めてのウクレレ　弾き語り講座

令和 5年度

受講生募集後期成人講座
　飯山市公民館では、市内に在住またはお勤めされている成人の方を対象に成人講座を開催します。趣味作りや健康
増進、交流の場作りなど目的はさまざまですが、みんなで楽しく学びませんか。
　後期成人講座第 2弾 ( 日本酒講座等 )も準備中です。12月号に掲載します。

包丁を握ったことのない未経験者でも気軽に肩ひじを張らず
楽しく参加できます。生姜焼き他 4品を作ります。

シニアのスマイルスマホ講座
70 歳以上の方を対象としたスマホ講座。メールやQRコード、
LINE などの基本的な操作を学びます。アンドロイドスマホを
ベースに行います。個別質問も対応（当日の質問はあらかじめ
メモ書等でご用意ください。）

チラシも楽々！
デザインツールセミナー

行事の案内やチラシ、掲示用 POP などの「紙もの」をよく作る
方、必見！無料で使える便利な「デザインツール」の使い方をレ
クチャーします。これがあれば誰でも簡単にデザインできちゃう！
伝わりやすいデザインのコツもお教えします。

◆日程 12/9（土）、12/16（土）、1/13（土）
◆時間　　18:00 ～ 19:30
◆場所 飯山市公民館　101会議室
◆定員 10 名 
◆受講料 600 円（3回分）
◆持ち物 （持参可能な方は）パソコン

【講師】桒原英里子さん
◆日程 12/15（金）
◆時間 10:00 ～ 12:30
◆場所 いいやま女性センター未来　料理講習室
◆定員      8 名
◆受講料 200 円
◆材料費 1,000 円
◆持ち物 エプロン、三角巾、マスク

家族のために！自分のために！男性料理教室

　 Cooking Lesson for MEN!!!

【講師】高橋美佐子 さん

◆日時 12/6（水）　10:00 ～12:00・13:00 ～15:00
　　　　　12/13（水） 10:00 ～12:00・13:00 ～15:00
               （同じ内容で４回開催します）
◆場所 飯山市公民館　101会議室
◆定員 各回 8名（お1人１回のお申込となります）
◆受講料 200 円
◆持ち物 今お使いのスマートフォン

【講師】西岡和敏 さん
 （飯山市役所　ＤＸ推進マネージャー）

小さなかわいい楽器、ウクレレを弾いて歌って楽しみません
か？楽譜が読めなくても大丈夫！ 1回の講座ごとに 1曲、誰
でも簡単に弾けて楽しめる曲をレクチャ―します。

【講師】藤原裕美子 さん
◆日程 12/11（月）、12/18（月）、12/25（月）
◆時間 19:00 ～ 20:30　(12/25 は 19:00 ～ 21:00）
◆場所 飯山市公民館　音楽室（12/11 のみ、101会議室）
◆定員 10 名 
◆受講料 600 円（3回分）
◆持ち物 筆記用具、
　　　　　（持っている方は）ウクレレ

「
米
作
り
」

瑞
穂
地
区
　
青
木
　
農

  ふるさと館たいけん工房⑦参加者
募集

◆日　時：12月 16日（土）10:00 ～ 11:30
◆場　所：飯山市ふるさと館
◆講   師：佐藤 佑康さん（ふるさと館市民学芸員）
◆対   象：市内小学生以上（大人・親子もご参加いただけます）

　申込先　飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030　月曜休館 問

◆定　  員：２０名
◆参 加 費 ：無料
◆持 ち 物：ハサミ
◆申込締切：12月10日（日）

手軽にできる　クリスマス料理
家庭で手軽にでき、しかも、クリスマスのメインになれる料理を
お教えします。

【講師】藤澤芳彦 さん
（Kitchin  Fujine)

◆日程 12/8（金）
◆時間 19:00 ～ 20:30
◆場所 飯山市公民館 料理実習室
◆定員 10 名 
◆受講料 200 円
◆材料費 1,500 円
◆持ち物 エプロン、マスク

成人講座の申込
フォームはこちら
　（全講座共通）

◆下のＱＲコードもしくは電話でお申込みください。
◆各講座は先着順ではありません。申込数が
　定員を超えた場合は抽選となります。
◆講座のお申し込みは最大３講座まで
　です。
◆対象は、飯山市内在住もしくは
　市内にお勤めの方です。

受付期間 :11/20（月）～11/30（木）

講座のお申込みについて
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臨時休館のお知らせ
　企画展終了に伴う展示替えのため、次
の4日間は臨時休館となります。皆さま
のご理解をお願いします。
◆期間：11/28（火）～12/1（金）
※11/27（月）は通常休館日

お知
らせ

◆休 館 日　毎週月曜日（月曜祝日の場合翌平日）、12/29 ～ 1/3
◆入 館 料　大人 300 円　小中学生 200 円（市内小中学生は無料）

飯山市美術館 ℡ 62-1501 問

　企画展終了後の飯山市美術館では、後期コレクション展示として飯山市に
縁のある作家の作品60点～70点を展示します。飯山市名誉市民の長谷川青
澄の日本画作品の他、相原求一朗、佐藤武造の油彩画や水彩画も展示します。
皆さまのご来館をお待ちしています。（会期：12/2～）

 ～お正月に向けて～
さあ、今年も！手作りのしめ縄で新年
を迎えましょう！ しめ縄作り

後期コレクション展示が始まります 飯 山 市 美 術 館 よ り



◇
木
島
地
区
文
化
祭
・

　
木
島
地
区
一
周
駅
伝
大
会
開
催

　

10
月
28
日
、
29
日
の
２
日

間
に
渡
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
術
展
の
作
品
展
示
と
し

て
、
木
島
保
育
園
、
木
島
小
学

校
、
飯
山
養
護
学
校
の
他
、
個

人
、
団
体
サ
ー
ク
ル
の
方
々
か

ら
数
多
く
の
出
品
を
い
た
だ
き

大
変
ボ
リ
ュ
ー
ム
あ
る
展
示
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
島
地
区
農
業
再

生
セ
ン
タ
ー
、
木
島
里
芋
研
究

会
様
よ
り
ふ
る
ま
わ
れ
た
芋
煮

も
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

　

29
日
は
各
集
落
か
ら
10
チ

ー
ム
が
参
加
し
地
区
一
周
駅
伝

大
会
が
行
わ
れ
、
野
坂
田
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

◇
瑞
穂
地
区
文
化
祭

　

10
月
29
日
、
瑞
穂
公
民
館

を
主
会
場
に
、『
瑞
穂
地
区
文

化
祭
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
４
年
ぶ
り
に
、
瑞
穂

地
区
駅
伝
大
会
を
開
催
し
、
他

に
も
ビ
ン
ゴ
大
会
や
お
楽
し
み

抽
選
会
、
２
階
大
広
間
で
の
学

童
、
園
児
や
一
般
の
方
々
の
作

品
展
示
の
ほ
か
、
玄
関
わ
き
に

は
、
例
年
の
通
り
大
菊
花
展
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

菊
づ
く
り
講
習
会
参
加
者

の
力
作
も
含
め
て
、
と
こ
ろ
せ

ま
し
と
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
駐
車
場
付
近
で
は
、
消
防
自

動
車
の
展
示
も
あ
り
、
子
供
た

ち
が
運
転
席
に
乗
っ
て
写
真
を

撮
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
玄
関
を
入
る
と
、
区
長
会
３

役
担
当
の
お
楽
し
み
抽
選
会
が

あ
り
、
時
折
大
当
た
り
の
鐘
が

鳴
り
そ
の
た
び
に
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

　

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

◇
富
倉
地
区
第
３
回
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

　

10
月
15
日
、
朝
か
ら
小
雨

が
降
り
続
き
会
場
も
寒
く
、
今

季
初
の
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
つ

け
て
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
15
名
の
参
加
者
が
お

り
、
繰
り
出
す
プ
レ
ー
に
笑
い

あ
り
と
運
動
不
足
解
消
に
繋
が

り
、
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を

過
ご
せ
ま
し
た
。
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◇
外
様
地
区
文
化
祭

　

10
月
28
日
、
29
日
に
外
様

公
民
館
で
地
区
文
化
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。生
け
花
や
手
芸
、

写
真
や
ち
ぎ
り
絵
な
ど
地
区
の

方
々
の
力
作
に
加
え
、保
育
園・

小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
さ

ま
ざ
ま
な
作
品
を
展
示
し
ま
し

た
。

　
来
場
者
は
、
出
来
栄
え
に
感

心
し
た
り
、
子
ど
も
の
作
品
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た

り
と
思
い
思
い
に
楽
し
み
、
作

品
鑑
賞
の
あ
と
は
、
く
じ
引
き

や
わ
た
あ
め
の
ふ
る
ま
い
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

◇
高
齢
者
と
子
ど
も
の
集
い

　
「
し
め
縄
を
作
ろ
う
」

　
自
分
で
作
っ
た
し
め
縄
を
飾

っ
て
お
正
月
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

たくさんの作品を展示しました

お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
、
ご
近

所
お
誘
い
合
わ
せ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
12
月
3
日
㈰
午
前
9
時
〜

　
外
様
公
民
館

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

◇
令
和
5
年
学
習
講
座

　
〜
秋
の
寄
せ
植
え
講
座
〜

　

10
月
21
日
、
い
い
や
ま
ガ
ー

デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
山

本
浩
二
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
講
座
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
か
わ
い
ら
し
い
寄
せ
植
え
が

完
成
す
る
と
受
講
者
か
ら
歓
声

が
あ
が
り
、こ
の
日
12
人
の
「
多

肉
女
子
」（
多
肉
植
物
の
魅
力

に
は
ま
る
人
）
が
誕
生
し
ま
し

た
。

多肉植物の解説もありました

◇
太
田
地
区
文
化
祭
を
10
月

     

29
日
に
開
催
し
ま
し
た
！

　
地
区
の
皆
さ
ん
や
児
童
・
園

児
の
作
品
な
ど
の
展
示
の
他
、

甘
酒
の
ふ
る
ま
い
や
公
民
館
の

屋
台
も
盛
況
で
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
景
品
目

当
て
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や
駄
菓
子

つ
か
み
ど
り
に
興
じ
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
同
日
開
催
予
定
の
公

民
館
長
・
安
協
支
部
長
杯
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
雨
天
の

た
め
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

園児のお絵かきや工作

◇
岡
山
地
区
運
動
会　

　
　
　
　
　
　
苦
渋
の
決
断

　

平
成
30
年
度
以
来
と
な
る

開
催
を
楽
し
み
に
、
10
月
29
日

の
本
番
に
向
け
て
、
岡
山
公
民

館
一
同
準
備
を
進
め
て
い
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
会
場
内
に
ス
ズ

メ
バ
チ
の
巣
を
発
見
。
し
ば
ら

く
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
が
、

蜂
の
活
動
は
収
ま
る
気
配
が
な

く
、
参
加
者
の
安
全
確
保
を
最

優
先
に
考
え
、
中
止
と
決
断
し

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
却
と
い

う
意
味
合
い
か
ら
も
、
ぜ
ひ
開

催
を
し
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
自
然
の
驚
異
を
改
め
て
認

識
さ
せ
ら
れ
た
出
来
事
で
し

た
。

たくさんの人が展示を見学しました

ストラックアウトに挑戦！

駅伝スタート！

太
田
公
民
館

℡
６
5- 

4
5
7
9

常
盤
公
民
館

℡
６
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3
2
0
0
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時場時場

　

来
る
11
月
26
日
㈰
午
後
３

時
か
ら
恒
例
の
、『
年
越
し
そ

ば
打
ち
講
習
会
』
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
ぼ
く
ち
蕎

麦
の
受
講
生
も
例
年
以
上
に
募

集
中
で
す
。

◇
柳
原
地
区
文
化
祭
・

　
　
　
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
開
催

　
10
月
21
日
・
22
日
と
柳
原
地

区
文
化
祭
が
柳
原
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
保
育
園
、
小
学
校
、

中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品

展
示
や
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
絵

画
や
書
、
編
み
物
、
カ
ゴ
・
小

物
な
ど
を
作
る
サ
ー
ク
ル
の
作

品
が
並
び
、
来
場
者
は
見
事
な

出
来
栄
え
に
感
心
し
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
22
日
に
は
初
め
て
集

落
対
抗
の
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
６
集
落
か
ら
参

加
が
あ
り
、
笹
川
が
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

ル
ー
ル
が
簡
単
で
屋
内
で
で
き

そ
う
な
の
で
、
自
分
の
集
落
で

も
や
っ
て
み
た
い
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
会
育
成

会
に
よ
る
「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
橋
貴
世
（
き
み
よ
）
先
生
を

お
招
き
し
、「
Ａ
4
コ
ピ
ー
用

紙
で
作
る
紙
飛
行
機
」
の
折
り

方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
長
い
時
間
飛
ぶ
滞

空
タ
イ
プ
と
長
い
距
離
を
飛
ぶ

距
離
タ
イ
プ
な
ど
、3
種
類
を
、

1
工
程
ず
つ
ゆ
っ
く
り
と
教
え

て
い
た
だ
き
、
丁
寧
に
角
を
あ

わ
せ
た
り
き
ち
ん
と
折
っ
た
り

し
、
先
生
か
ら
も
ら
っ
た
カ
ラ

ー
ペ
ン
で
自
分
の
マ
ー
ク
を
書

き
入
れ
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
テ
イ
ク
オ
フ
！

「
1
，
2
の
3
！
」
で
そ
れ
ぞ

れ
の
紙
飛
行
機
を
飛
ば
し
、
色

と
り
ど
り
の
紙
飛
行
機
が
体
育

館
の
中
に
舞
い
ま
し
た
。
よ
く

飛
ぶ
も
の
や
ク
ル
リ
と
回
っ
て

し
ま
う
も
の
、
残
念
、
す
ぐ
墜

落
し
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
、

飛
ば
し
方
を
工
夫
し
た
り
翼
の

角
度
を
調
整
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

◇
飯
山
公
民
館
体
験
教
室

   「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
」

自
然
の
木
の
実
を
使
っ
た
本

格
的
な
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作

り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

12
月
３
日
㈰
午
前
９
時
〜

飯
山
市
公
民
館
２
階
講
堂

講
師
：
丸
山
真
一
郎
先
生

　
（
長
野
県
林
業
大
学
校
）

※
小
学
校
３
年
生
以
下
の
児
童

は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
隣
組
回
覧
さ
れ

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

チ
ラ
シ
は
飯
山
小
学
校
の
児

童
の
皆
さ
ん
に
も
配
布
し
ま
す
。

◇
紙
飛
行
機
を

　
　
　
　
作
っ
て
飛
ば
そ
う

　
子
ど
も
会
育
成
会
主
催
、
公

民
館
共
催
の
「
紙
飛
行
機
を

作
っ
て
飛
ば
そ
う
」
を
10
月
21 

日
、
秋
津
小
学
校
で
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
に
模
型
飛
行
機
の

世
界
選
手
権
に
も
出
場
し
て
い

る
飛
行
機
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、

秋
津
公
民
館

℡
６
2- 

2
3
3
0

飯
山
公
民
館
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６
2- 
3
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時場時場

対戦相手決定 !

皆で一斉に飛ばしました

初めてのボッチャ
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と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

９
月
30
日
㈯
・
10
月
１
日

㈰
の
両
日
、『
学
び
の
エ
リ
ア

秋
ま
つ
り
』
と
あ
わ
せ
て
『
と

し
ょ
か
ん
ま
つ
り
』
が
開
催
さ

れ
、
ど
の
会
場
も
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

　

復
活
し
て
ほ
し
い
と
要
望

が
あ
っ
た
「
へ
ん
し
〜
ん
！
」

で
は
、
お
子
さ
ん
た
ち
が
衣

装
を
着
て
、
物
語
の
主
人
公

に
な
り
き
り
ま
し
た
。
プ
リ
ン

セ
ス
の
ド
レ
ス
や
戦
国
武
将
の

甲
冑
な
ど
を
身
に
ま
と
い
大

変
身
！
ポ
ー
ズ
を
き
め
て
写

真
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
で
は

射
的
で
遊
ん
だ
り
、
絵
本
に

出
て
く
る
仲
間
を
集
め
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
り
と

『
お
ま
つ
り
』
ら
し
さ
が
あ
り
、

に
ぎ
や
か
な
様
子
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で

講
演
さ
れ
た
、
き
む
ら
ゆ
う

い
ち
さ
ん
の
絵
本
を
読
む
「
お

は
な
し
ひ
ろ
ば
」
と
「
か
ん
た

ん
工
作
」、
毎
年
人
気
の
「
本

の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」
や
「
お
菓

子
つ
り
」
で
も
お
客
様
の
楽

し
そ
う
な
笑
顔
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
ご
協
力
に
も
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
来
年
も
に
ぎ

や
か
で
楽
し
い
お
ま
つ
り
に
な

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

▲絵本の仲間、全部集められるかな？

絵
本
で
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

　

去
る
10
月
21
日
㈯
の
午
前
、

第
１
回
い
い
や
ま
菜
の
花
文

庫
（
仮
称
）
活
用
検
討
委
員

会
が
飯
山
市
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
会
の
趣
旨
、

図
書
が
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
経
過
な
ど
を
事
務
局

か
ら
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
か
ら
活
発

な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
面
は
、
寄
贈
さ
れ
た
図
書

を
子
ど
も
た
ち
に
貸
し
出
せ

る
よ
う
、一
冊
ず
つ
埃
を
拭
く

作
業
が
必
要
と
の
意
見
が
多

く
、
翌
週
の
25
日
㈬
に
検
討

委
員
会
の
皆
さ
ま
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
拭
き
作
業
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲プリンセスに
　　大へんし～ん！

▲本のクリーニング作業の様子

おおきい
えほん

パネル

シアター

たのしい
てあそび

クリスマスおはなし会
12 月 3 日 （日） 10 ：30 ～

図書館 ３階

多 目 的 室

遊びに来てね！

待ってるよ～ ‼

予約不要です

みんな

趣
　
味
・
実
　
用

知
り
た
い
こ
と
図
鑑

み

っ

け

が
ん
ば
ら
な
か
っ
た
逆
偉
人
伝
　
日
本
史
編

加
来 

耕
三

御
成
敗
式
目

佐
藤 

雄
基

歌
と
名
作
で
楽
し
む
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
で
シ
ア
タ
ー
あ
そ
び

井
上 

明
美

働
く
車
分
解
図
鑑

ク
ル
マ
解
剖
研
究
所

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
の
経
済
学

小
野
尾 

勝
彦

平
ら
な
ワ
ン
コ
服
　
パ
ン
ツ
も
ド
レ
ス
も

ピ

ポ

ン

子
ど
も
と
楽
し
く
学
ぶ
片
づ
け
の
教
科
書

清
水 
麻
帆

お
怒
り
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

川
合 
健
三

長
野
県
・
新
潟
県
の
鉄
道

篠

原 
力

親
子
で
楽
し
む
手
形
ア
ー
ト

や
ま
ざ
き 

さ
ち
え

60
歳
か
ら
の
滑
舌
レ
ッ
ス
ン

赤
間 

裕
子

校
閲
記
者
も
迷
う
日
本
語
表
現

毎
日
新
聞
校
閲
セ
ン
タ
ー

超
シ
ル
バ
ー
川
柳
　
黄
金
の
日
々
編

み
や
ぎ
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト

よ
　
み
　
も
　
の

窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
　
続

黒
柳 

徹
子

パ
パ
だ
け
ど
、
マ
マ
に
な
り
ま
し
た

谷
生 

俊
美

何
食
わ
ぬ
き
み
た
ち
へ

新 

胡

桃

君
が
手
に
す
る
は
ず
だ
っ
た
黄
金
に
つ
い
て

小

川 

哲

剣
、
花
に
殉
ず

木
下 

昌
輝

未
来
地
図

小
手
鞠 

る
い

詐
欺
師
の
誤
算

笹

倉 

明

か
さ
な
り
あ
う
人
へ

白
石 

一
文

小
公
女
た
ち
の
し
あ
わ
せ
レ
シ
ピ

谷 

瑞

恵

東
家
の
四
兄
弟

瀧
羽 

麻
子

唐
木
田
探
偵
社
の
物
理
的
対
応

似

鳥 

鶏

ロ
ス
ト
・
イ
ン
・
ザ
・
タ
ー
フ

馳 

星

周

諸
葛
亮
　
上
／
下

宮
城
谷 

昌
光

郷
　
　
　
土

信
州
史
×
世
界
史

森
村 

宗
冬

草
軽
電
鉄
物
語

芦

原 

伸

蒼
い
静
寂 

上
高
地

栗
田 

貞
多
男

一
茶
さ
ん
の
子
守
歌

堀
井 

正
子

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

１コース 水曜日
北原・常盤方面

２コース 金曜日
戸狩・西大滝方面

３コース 水曜日
温井・秋津方面

４コース 金曜日
太田・富倉方面

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
巡
回
時
間

北原コミニティーセンター
10:00 ～ 10:20

老人ホームてるさと
10:00 ～ 10:20

温井多目的交流センター
10:00 ～ 10:20

外様活性化センター
9:50 ～ 10:10

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
戸隠農業生活改善センター
10:30 ～ 10:50

戸狩区コミュニティーセンター
10:30 ～ 10:50

蕨野 ふるさと館
10:30 ～ 10:50

今井生活改善センター
10:30 ～ 10:50

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
下水沢公民館
10:55 ～ 11:15

大深みつわや前 (旧 JA倉庫 )
10:55 ～ 11:15

スキー場五荷駐車場
10:55 ～ 11:15

柳沢公会堂
11:00 ～ 11:20

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
小沼倉科商店前
11:20 ～ 11:40

Aコープみゆき店
11:30 ～ 11:50

顔戸公会堂
11:25 ～ 11:45

小境北停留所（1～3月休止）

11:25 ～ 11:45

ふっくら工房ふるさと前
13:20 ～ 13:40

西大滝農村研修集会施設
14:00 ～ 14:20

中山根集落センター
13:25 ～ 13:45

富倉地区活性化センター
13:40 ～ 14:00

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
坂井多目的集会所
13:45 ～ 14:05

藤沢多目的集会所
14:25 ～ 14:45

上組集落センター
13:55 ～ 14:15

藤ノ木活性化支援センター
14:20 ～ 14:40

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
戸那子構造改善センター
14:15 ～ 14:35

桑名川 馬場集会所
14:50 ～ 15:10

深沢農業生活改善センター
14:25 ～ 14:45

笹川公民館
14:50 ～ 15:10

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
福島生活改善センター
14:45 ～ 15:05

岡山地区活性化センター
15:15 ～ 15:35

新田公会堂
14:50 ～ 15:10

南条農業生活改善センター
15:15 ～ 15:35

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
神戸公民館

15:15 ～ 15:35
桑名川 和水研修集会所
15:40 ～ 16:00

秋津中央区集会所
15:20 ～ 15:40

小佐原農業生活改善センター
15:40 ～ 16:00

⬇ ⬇ ⬇
関沢農業生活改善センター
15:45 ～ 16:05

大久保地域交流センター
15:45 ～ 16:05

曙町 水上団地集会所
16:10 ～ 16:30

⬇ ⬇  
常盤小学校

16:15 ～ 16:35
中町地域交流センター
16:10 ～ 16:30

移動図書館車ゆきつばき号 巡回日程表

巡
回
日

12 月 13日・27日
 1 月 17日・31日

12月 1 日・15日
 1 月 5 日・19日

12月 6 日・20日
 1 月 10日・24日

12月 8 日・22日
 1 月 12日・26日

※令和 6年 2月以降の巡回日程等は 1月号に掲載予定です 

【R5 年 12 月・R6 年 1月】旬の本☆話題の本☆意外な本

らいぶらり
ブックレビュー

『かがくいひろしの世界』

ブロンズ新社
　子どもたちに人気の『だるま
さんが』の作者かがくいひろし。
2005 年 50 歳で絵本作家として
デビューし、2009年54歳で逝去。
その間に発刊された本 16冊。
　そして本書は 2023 年 6 月～
12 月に開催の「日本中の子ども
たちを笑顔にした 絵本作家かが
くいひろしの世界展」の公式図録
として刊行され、残された絵本の
原画やたくさんのラフ、独特のと
らえ方と表現が生まれた生い立ち
も掲載されています。

です
12 月 28 日（木）
館内整理休館

12月 29日（金）～ 1月 4日（木）
年末年始休館

『かがくいひろしの世界』

ブロンズ新社

です

寄
贈
図
書
の
活
用
策
に
関
す
る

検
討
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た

図書館
ニュース

✿開館時間と休館日✿
　【開 館 時 間】
     火～金     9:30 ～ 18:00
    土・日・祝       9:30 ～ 17:00
 【休 館 日】
    月曜（祝日の場合は 翌平日 )
   年末年始 ・ 蔵書整理期間等

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

◇ 12月図書館カレンダー ◇
1 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
2 土
3 日 10:30 ～クリスマスおはなし会
4 月 休館日
5 火
6 水 移動図書館車③温井 ･秋津
7 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
8 金 移動図書館車④太田 ･富倉
9 土
10 日 10：30～ブックスタート
11 月 休館日
12 火
13 水 移動図書館車①北原 ･常盤
14 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
15 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
16 土
17 日 10：30～おはなしひろば
18 月 休館日
19 火
20 水 移動図書館車③温井 ･秋津
21 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
22 金 移動図書館車④太田 ･富倉
23 土
24 日 10：30～おはなしひろば
25 月 休館日
26 火
27 水 移動図書館車①北原 ･常盤
28 木 館内整理休館日
29 金

年末年始休館30 土
31 日

Instagram

Web OPAC(蔵書検索・予約 )

随時更新中！

【ガラケーの方】【スマホの方】

■の日は休館です
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社
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山
市
社
会
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協
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No.466

い
い
や
ま
社
協
だ
よ
り
No.466

い
い
や
ま
社
協
だ
よ
り

携帯電話の
方はこちら
からHPを
ご覧ください

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
地
域
の
方
々
と
　  

　 

社
協
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

3
年
ぶ
り
の
開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

交
流
集
会

　
11
月
3
日
、
飯
山
え
び
す
講

に
合
わ
せ
て
「
社
協
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
町
ぶ
ら
り
広
場
周
辺
で

は
、
飯
山
地
区
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
餅

つ
き
や
赤
十
字
奉
仕
団
飯
山
分

団
の
バ
ザ
ー
等
が
実
施
さ
れ
、

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
各
団

体
か
ら
の
演
奏
や
演
劇
が
披
露

さ
れ
、
会
場
が
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
　

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
で
は
、

各
団
体
の
作
品
展
示
や
、
お
も

ち
ゃ
病
院
、
湯
の
入
荘
の
カ
ラ

オ
ケ
大
会
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
方
々
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、
各
団
体
等
多
く
の

方
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
の
売
上
げ
の
一
部
は
、
共

同
募
金
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
。

　
秋
晴
れ
の
中
、
地
域
の
方
々

と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

10
月
7
日
、
10
月
28
日
、

11
月
3
日
に
、
飯
山
市
共
同

募
金
委
員
会
に
よ
る
街
頭
募

金
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

募
金
活
動
に
は
、
飯
山
市

社
会
福
祉
協
議
会
で
開
催
し

て
い
る
福
祉
体
験
教
室
「
わ

く
ワ
ク
と
う
ど
塾
」
の
子
ど

も
た
ち
や
、
市
内
で
活
動
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆

さ
ま
が
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、
場
所
の
提
供
を

い
た
だ
い
た
ツ
ル
ヤ
飯
山
店

さ
ま
、
道
の
駅
「
花
の
駅
千

曲
川
」
さ
ま
、
A
・
コ
ー
プ
み

ゆ
き
店
さ
ま
、
ツ
タ
ヤ
飯
山
店

さ
ま
、
ベ
イ
シ
ア
飯
山
店
さ
ま
、

そ
し
て
募
金
く
だ
さ
っ
た
多
く

の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
な
お
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
は
12
月
31
日
㈰
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ま
の

温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

10
月
15
日
、
市
内
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
が
相
互

に
交
流
を
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
日
帰
り
の
バ
ス
旅
行
に
出

か
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
集

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
っ
て
開
催
中
止

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
久
し
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

総
勢
54
名
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
新

潟
県
津
南
町
に
あ
る
ニ
ュ
ー
・

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
へ
行
き
、

お
い
し
い
食
事
と
温
泉
で
、ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
も
大
勢
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

街頭募金活動へのご協力
ありがとうございました

募金活動をするボランティア（ツタヤ） 募金していただく様子（道の駅）

出発式を行う様子

支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
よ
う

第
68
回
飯
山
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

　
当
協
議
会
で
は
、「
み
ん
な

で
取
り
組
む
地
域
共
生
社
会
」

を
テ
ー
マ
に
、
10
月
29
日
、
飯

山
市
公
民
館
で
第
68
回
飯
山

市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
、

市
内
の
福
祉
関
係
者
な
ど
約

１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
ま
ず
長
年
に
わ

た
り
社
会
福
祉
事
業
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
福

祉
教
育
の
取
り
組
み
と
し
て
、

外
様
地
区
公
民
館
長
の
春
日

光
雄
氏
に
、
外
様
公
民
館
・
外

様
地
区
育
成
会
の
取
組
み
と
し

て
、
夏
休
み
中
の
小
学
生
を
対

象
に
地
元
の
元
教
諭
の
方
々
が

宿
題
の
手
伝
い
を
す
る
夏
休
み

の
寺
子
屋
、
魚
捕
り
・
自
然
体

験
が
で
き
る
広
井
川
ま
つ
り
に

つ
い
て
事
例
発
表
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
記
念
講
演
と
し
て
長

野
市
に
あ
る
東
口
メ
ン
タ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
鷲
塚
輝
久
氏

に
「
引
き
こ
も
り
の
理
解
と
対

応
に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
で

長
野
県
内
の
現
状
を
ふ
ま
え
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演

の
中
で
、
１
９
８
０
年
代
、
引

き
こ
も
り
は
若
者
問
題
と
捉
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

親
が
70
代
か
ら
80
代
、
子
ど
も

が
40
代
か
ら
50
代
の
８
０
５
０

問
題
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
引
き
こ
も
り
の
原
因
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
元
々
対
人
関
係

が
苦
手
な
人
も
多
い
が
、
中
に

は
全
く
そ
う
い
う
要
因
が
な
い

人
も
珍
し
く
な
く
、
個
人
の
問

題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

鷲
塚
先
生
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら

の
視
点
で
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
一つ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
で

き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
お
り
、

関
係
機
関
、
地
域
で
連
携
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

最
後
に
大
会
ア
ピ
ー
ル
で

「
と
う
ど
衆
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
の
輪
を
一
層
広
げ
、
日
頃

か
ら
の
顔
の
見
え
る
地
域
で
、

お
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合

う
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
よ
う
」「
互
い
に
多
様

性
を
認
め
合
い
、
そ
の
人
ら
し

く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域

社
会
を
創
っ
て
い
こ
う
」
な
ど

を
参
加
者
全
員
で
確
認
し
ま
し

た
。
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
表
彰
者
の
お
名
前
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

第
68
回
飯
山
市
社
会
福
祉

大
会
被
表
彰
者

【
社
会
福
祉
功
労
者
】

長
年
に
わ
た
り
集
落
サ
ロ
ン
の

世
話
人
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
平
井　
勝
美 

様

長
年
に
わ
た
り
認
知
症
の
啓
発

活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
飯
山
市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン・

　
メ
イ
ト
連
絡
会 

さ
ま

長
年
に
わ
た
り
民
生
児
童
委
員

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
保
坂　
明
美 

様

　
柳　
節
子 

様

   

齊
藤　
勝
弘 

様

　
鷲
尾　
吉
次 

様

　
齋
藤　
百
合
子 

様

【
優
良
福
祉
団
体
】

長
年
に
わ
た
り
こ
ど
も
食
堂
を

実
施
さ
れ
、
地
域
の
居
場
所
づ

く
り
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
い
や
ま
こ
ど
も
食
堂 

様

CHARMYのチアリーディング

餅つき体験をする様子「チャリティ餅つき」

春日 光雄氏による事例発表の様子

鷲塚 輝久氏による講演の様子
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・
介
護
様
笑
顔
優
し
く
愛
の
手
を

瑞
穂　
瑞
穂
の
バ
ー
バ

・ 

北
信
濃
、野
沢
菜
、し
め
じ
、茄
子
、か
ぼ
ちゃ

　
食
べて
土
産
の
信
濃
の
旅
路

・
神
無
月
よ
き
風
満
た
す
山
々
の

　
四
季
の
流
れ
に
道
を
覚
え
る

・
苦
言
に
て
心
が
疼
く
時
あ
れ
ど

　
施
設
の
友
は
心
の
泉飯

山　
鈴
木　
藤
山

・
酷
暑
す
ぎ
秋
を
さ
が
し
に
寺
め
ぐ
り

　
バッ
タ
居
坐
る
山
門
ベン
チ
に

・
緊
張
し
待
つ
会
場
の
外
は
雨

　
六
回
接
種
老
、
老
の
列

・
リ
ハ
ビ
リ
に
広
告
折
り
て
屑
入
れ
を

　
呆
け
の
進
み
が
翌
日
わ
す
れ
し

木
島　
依
田
と
も
に

今月の歌

お知らせと募集
令和5年 9月 21日～令和5年 10月 20日分

ご寄附・ご訪問

ご　訪　問
ご　芳　名 内　　容　　等 施 設 名 等

あけぼの会 さま 古布で布切り デイサービス
ゆきつばき

岡本 さま 琴、歌、交流 デイサービス
瑞穂

常田 貴志子 さま 本の読み聞かせ 常盤児童クラブ
ばあばの会 さま 読み聞かせ

瑞穂児童クラブ小林 恵子 さま
宮澤 貴美代 さま 笹ずし作り

飯山高校 JRC部 さま 児童の遊びの支援 飯山児童クラブ
桑原 米子 さま 切り絵 2点 展示 湯の入荘

ご　寄　附
ご　芳　名 物　品・金　額 備　　　考

匿名 さま 白米27kg ご寄附
善意銀行匿名 さま 白米27kg ご寄附

匿名 さま 玄米30kg3袋 ご寄附
森田 満良 さま オムツ、衣類等 ご寄附 介護保険事務所
匿名 さま ゴミ袋、布切れ ご寄附

デイサービス
ゆきつばき

匿名 さま くず入 ご寄附
匿名 さま オムツ類 ご寄附
匿名 さま オムツ類 ご寄附

匿名 さま 紙パンツ、オムツ ご寄附 デイサービス
外様

匿名 さま くず入 ご寄附

デイサービス
瑞穂

匿名 さま 古布 ご寄附
瑞穂地区更生保
護女性会 さま

新聞紙ゴミ袋等 
ご寄附

更生保護女性会
増山 さま

古布、衣類、シーツ
ご寄附

常盤地区子ども
会育成会 さま

図書券（5,000円分） 
ご寄附 常盤児童クラブ

※相談には事前の予約が必要です。

♥12月2日（土）、12月17日（日）
　9：00～12：00

会場：市民活動センター　☎ 62-7030

会場：飯山市福祉センター  ☎ 62-2840

心配ごと相談（要予約）
　　　　　　    毎週水曜日9：00～12：00

総合相談（予約不要）　12月20日（水）
　9：00～15：00  

弁護士による法律相談　  11：00～15：00

　相談は行政、女性、人権、家庭、法律相談な
ど無料でご相談いただけます。

各種ご相談

✿乗車する場合は事前に人数をご連絡ください。
　湯の入荘：☎ 65-3312

    湯の入荘
12月送迎 /行事計画

日 曜 地 区 ・ 団 体 等

1 金 曙町 8:40、奈良沢 8:50、上倉 9:20
2 土 同好会発表会
５ 火 カラオケ同好会
６ 水 戸狩 8:50/9:10

7 木 中条 8:40、平 8:50、大倉崎 8:55
（さくら会 9:30）

９ 土 径の会 8:45
12 火 大久保 8:40/9:20
13 水 高砂会 8:40/9:30、柳沢 9:30
14 木 さくら会 8:40
15 金 野坂田 8:45、坂井 9:20

16 土 月例カラオケ大会
（チャンピオン大会）

19 火 カラオケ同好会

20 水 南条 8:40、小佐原 8:45、藤ノ木
8:50、山口 8:55、笹川 9:30

21 木 北原 8:40、中組 8:45、福島 8:50
（さくら会 9:30）

23 土 一般開放日

26 火 今井 9:00/9:30

27 水 西大滝 8:50、桑名川 9:00
28 木 さくら会 8:40

■ 結婚相談

■ 総合相談事業

11月～12月の
展示団体
『パッチワーク
みゆき野
菜の花
ひまわり』さま

- ほのぼの弁当をお届けする -

配達とうどを募集中です

児童館職員を募集中

■募集職種：児童厚生員（年度契約職員・パートタイム職員）
■任用期間：令和6年3月31日まで
■業務内容：下校後の小学生のお預かり、遊びを通じ
　　　　　　た健全育成
■給 与 等  ：【時給】957円（資格なし） 1,037円（資格あり）
■お問合せ：総務課 庶務係 ☎62-2840

　飯山市社協では、児童厚生員を募集しています。
詳細は、当協議会HP採用情報をご覧ください。

ほのぼの弁当とは？
　高齢者世帯および心身障がい
者世帯を対象に、食生活の改善
と健康推進や見守りを目的とし
た配食サービス事業のお弁当。

配達とうど衆の活動
調理とうど衆が調理した手作りのお弁当を、配達とうど衆が利
用者のお宅へ一軒一軒配達します。
配達回数：毎月1回（基本第2木曜日）※昼食用弁当

　当協議会では、配食サービス事業の配達とうど衆を募集し
ております。詳細は下記のとおりです。

とうどの心で見守り支援に
ご協力お願いします

こんな方におすすめ♪
・ボランティア活動に興味のある方
・人とのつながりが欲しい方
・平日の昼時に活動できる方

その他にも興味のある方はお気軽
に当協議会までお問合せください
（☎62-2840）

中継地点の活性化センターまでの配達
　〇飯山市公民館～富倉地区活性化センター
　〇飯山市公民館～瑞穂地区活性化センター
　※各活性化センターから個人宅へは別のとうど衆が配達します。

 令和5年台風13号災害義援金募集
　令和5年台風第13号に伴う災害により全国各地
で人的および家屋への甚大な被害が発生し、複数県
の市町村に災害救助法が発令されました。
　中央共同募金会では、被災された方々を支援する
ことを目的に義援金を募集しています。詳細は、社
協HPをご覧ください。

【義援金の名称】
令和5年台風13号災害義援金

【受付期間】
令和5年9月20日（水）～令和5年12月31日（日）
※被災状況に応じて、受付期間を延長する場合があります。

【義援金受入れ口座】
金融機関 支店名 口座番号 口座名義

三井住友銀行 東京
公務部

普通預金
0162596

（福）中央共同
　　   募金会

りそな銀行 東京
公務部

普通預金
0126807

（福）中央共同
　　　 募金会

募集中の配達場所

～福祉センターの展示が変わりました～
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一 般 質 問

　９月６日～８日の３日間にわたり13名の議員から市政に対する一般質問が行われました。掲載の順番
は質問順で、掲載内容は、一般質問および答弁内容の一部を抜粋し、各議員が作成した原稿を基に編集
委員会において確認し編集しております。
　正副議長につきましては、任期中は申し合わせにより一般質問は行わないこととしております。

一

般

質

問

　
　
４
年
度
決
算
の
内
容
は
。

　
　
新
た
な
学
校
づ
く
り
事
業
等
の
大

型
事
業
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
原
油
価
格
等
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
の
支
援
、
雪
か
き

支
援
事
業
の
実
証
試
験
等
に
取
り
組
む

な
ど
の
今
後
の
予
算
化
に
着
手
で
き
た
。

　
　
総
務
費
は
34
億
７
千
万
円
で
３
年

度
と
比
較
し
３
億
６
千
万
円
の
減
だ
が
。

　
　
寄
付
の
減
少
と
基
金
積
立
て
金
の

減
額
、
人
件
費
の
減
に
よ
る
。

　
　
商
工
費
は
17
億
８
千
万
円
の
前
年

よ
り
４
億
円
の
増
、
理
由
は
。

　
　
道
の
駅
拡
張
整
備
事
業
等
。

　
　
前
年
と
比
べ
法
人
市
民
税
は

２
千
９
百
万
円
減
で
１
億
４
千
３
百
万

円
、
固
定
資
産
税
は
４
千
４
百
万
円
増

で
13
億
８
千
万
円
だ
が
そ
の
分
析
は
。

　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業
の
法
人
市

民
税
が
減
少
。
固
定
資
産
税
は
３
年
度

の
軽
減
措
置
が
終
了
し
増
加
し
た
が
、

今
後
の
変
動
は
見
込
ま
れ
な
い
。
市
内

経
済
は
物
価
高
騰
で
厳
し
い
と
考
え
る
。

　
　
現
在
17
億
４
千
５
百
万
円
で
あ
る

財
政
調
整
基
金
の
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
４
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高

は
概
ね
適
正
な
規
模
。
今
後
も
同
程
度

確
保
し
て
い
き
た
い
。

市
政
運
営
に
つ
い

て

山﨑一郎議員

　
　
令
和
元
年
19
号
台
風
で
の
10
月
13

日
皿
川
越
水
情
報
の
市
の
認
識
と
、
市
民

に
知
ら
せ
た
経
過
の
詳
細
を
伺
い
ま
す
。

　
　
２
時
20
分
に
左
岸
、
30
分
に
右
岸

越
水
を
確
認
。
３
時
20
分
北
町
、
４
時
有

尾
、
４
時
50
分
田
町
、
６
時
40
分
福
寿
町

他
９
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
た
。

　
　
避
難
勧
告
ま
で
に
１
時
間
か
ら
４

時
間
20
分
経
過
し
て
い
る
。
経
過
の
詳

細
を
伺
い
ま
す
。

　
　
他
に
も
浸
水
発
生
、
排
水
ポ
ン
プ

車
配
備
、
排
水
ポ
ン
プ
場
稼
働
状
況
を

総
合
的
に
判
断
し
た
。

　
　
水
が
流
れ
込
ん
で
い
る
の
に
、
よ

り
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
避
難
指
示
を
発

令
し
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
飯
山
観
測
所
が
10
㍍
を
超
え
る
の

を
目
安
と
し
て
い
る
。

　
　
市
の
最
終
報
告
第
９
報
は
事
務
的

な
報
告
・
記
録
と
い
う
印
象
で
す
。
反

省
点
や
良
か
っ
た
点
に
踏
み
込
み
、
今

後
の
対
策
に
価
値
あ
る
報
告
書
は
必
要

と
思
う
が
。

　
　
他
市
町
村
の
内
容
を
参
考
と
し
て
、

災
害
の
教
訓
や
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
記
録
集
の
よ
う
な
も
の
と

し
て
の
作
成
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

９
月
定
例
会

　
　
駅
前
ホ
テ
ル
建
設
に
向
け
た
現
在

の
状
況
は
。

　
　
ホ
テ
ル
は
必
要
で
市
の
分
断
を
避

け
る
う
え
で
も
双
方
一
致
し
て
い
た
が
、

先
方
が
調
停
の
場
で
の
解
決
を
望
ん
で

お
ら
れ
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
解

決
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
双
方
一
致
を
見
出
し
ホ
テ
ル
建
設

に
進
む
べ
き
時
、
司
法
の
場
で
の
調
停

で
は
、
市
民
に
は
決
裂
分
断
と
映
る
が
。

　
　
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お
り
で
、

そ
れ
以
外
に
申
し
上
げ
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
雪
か
き
支
援
員
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
業
務
を
行
う
方
向
性
と
の
こ
と
だ
が
、

除
雪
機
４
台
購
入
計
画
と
の
整
合
性
は
。

　
　
豪
雪
時
の
除
雪
支
援
を
行
う
な
ど

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
の
業
務
を
想
定
。

　
　
蓮
遊
水
地
の
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
市
で
は
、
耕
作
希
望
者
の
意
向
調

査
や
埋
立
て
の
意
向
を
確
認
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
進
め
て
い
る
。

　
　
遊
水
地
は
下
流
域
の
た
め
と
断
腸

の
思
い
で
決
断
し
た
人
も
お
り
蓮
始
ま
っ

て
以
来
の
大
事
業
だ
。
市
も
最
大
の
支
援

を
す
べ
き
と
思
う
が
市
長
の
決
意
は
。

　
　
全
責
任
を
持
っ
て
こ
の
問
題
に
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
あ
る
。

危
機
管
理
と
地
域

お
こ
し
協
力
隊
、

地
域
医
療
を
問
う

山崎武雄議員

除
雪
支
援
事
業
・

子
育
て
支
援
事
業

防
災
に
つ
い
て

髙橋達幸議員

　
　
国
の
予
防
接
種
健
康
被
害
救

済
制
度
に
よ
る
審
査
会
の
結
果
を

比
べ
て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
死
亡
認
定
数
の
ほ
う
が
桁
外
れ

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
多
い
と
私

は
数
え
た
が
そ
う
考
え
て
よ
い
か
。

　
　
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
認
定
審
査
結
果
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
認
定
件
数
に
は
大
き
な
開

き
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
　
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
は
人
に
よ

る
試
験
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
厚
生
労
働
省
は
、
今
回
の
ワ

ク
チ
ン
は
改
良
型
の
た
め
臨
床
試

験
は
し
て
い
な
い
、
と
し
て
い
る
。

　
　
何
回
も
接
種
す
る
と
免
疫
力

が
弱
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
。

　
　
厚
生
労
働
省
の
調
査
結
果
を

確
認
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　
　
子
ど
も
の
接
種
券
は
希
望
者

の
み
に
配
布
で
き
な
い
か
。

　
　
現
時
点
で
は
予
定
ど
お
り
の

配
布
を
し
て
い
く
。

　
　
学
校
給
食
で
米
の
有
機
化
は

で
き
な
い
か
。

　
　
課
題
は
あ
る
。
市
外
か
ら
調

達
す
る
な
ど
し
た
場
合
に
は
可
能
。

　
　
貸
し
切
り
列
車
で
飯
山
線
の

活
性
化
に
支
援
を
期
待
で
き
る
か
。

　
　
要
望
に
は
協
力
体
制
の
構
築

や
支
援
策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

災
害
対
策
に
繋
が

る
記
録
検
証
の
必

要
性
・
皿
川
の
例

髙橋春三議員

　
　
令
和
４
年
度
雪
か
き
支
援
事

業
実
証
試
験
総
括
よ
り
今
後
の
方

向
性
は
。

　
　
雪
か
き
支
援
は
、
民
間
事
業

者
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、

除
雪
支
援
隊
に
お
願
い
し
、
５
年

度
の
雪
か
き
支
援
員
は
、
主
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
す
る
。

　
　
出
産
給
付
金
の
市
単
独
で
の

20
万
円
、
小
中
学
校
の
給
食
費
に

お
い
て
も
４
割
を
賄
っ
て
い
る
が
、

完
全
無
償
化
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

小
型
除
雪
機
購
入
時
の
補
助
金
制

度
等
を
立
ち
上
げ
る
よ
り
も
、
地

域
の
未
来
を
見
据
え
、
子
育
て
支

援
を
、
も
っ
と
腰
を
据
え
て
、
し
っ

か
り
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
子
育
て
支
援
に
的
を
絞
っ
て

や
れ
と
い
う
議
会
と
し
て
の
総
意

で
あ
れ
ば
、
全
力
を
尽
く
し
て
、

そ
れ
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

　
　
古
牧
橋
、
大
関
橋
、
柏
尾
橋

の
交
差
点
付
近
は
堤
防
の
高
さ
よ

り
も
低
く
、
大
水
で
堤
防
を
越
水

す
る
前
に
そ
こ
か
ら
内
地
へ
と
水

が
入
り
大
災
害
が
発
生
し
か
ね
な

い
が
防
災
対
策
は
。

　
　
大
型
土
嚢
設
置
し
、
設
置
方

法
に
つ
い
て
は
、
建
設
業
協
会
と

確
認
し
、
有
事
に
備
え
て
い
る
。

　
　
台
風
19
号
を
教
訓
と
し
た
災

害
記
録
誌
の
作
成
に
つ
い
て
お
尋

ね
す
る
。

　
　
災
害
の
教
訓
や
記
憶
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
記
録
集
の

よ
う
な
も
の
を
検
討
す
る
。

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
民
間

事
業
者
へ
の
委
託
型
の
推
進
と
予

算
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

　
　
委
託
型
を
導
入
す
る
た
め
に
、

こ
の
９
月
議
会
で
予
算
の
組
み
替

え
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
　
飯
山
赤
十
字
病
院
は
地
域
医

療
を
維
持
す
る
た
め
に
さ
ら
な
る

支
援
を
求
め
て
い
る
。
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
で
補
助
金

収
入
が
あ
り
、
年
間
収
入
は
黒
字

に
転
じ
て
い
る
が
、
累
積
の
債
務

は
残
っ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
よ
う
や
く
建
設

費
償
還
金
の
補
助
に
つ
い
て
は
来

年
度
で
終
了
と
な
る
。
今
後
は
病

院
側
と
現
状
認
識
の
共
有
に
努
め
、

適
切
か
つ
効
果
的
な
支
援
と
な
る

よ
う
検
討
を
行
い
、
さ
ら
に
市
民

が
安
心
で
き
る
地
域
医
療
に
つ
な

が
る
支
援
方
法
に
つ
い
て
も
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
市
長
は
昨
年
選
挙
の
集
会
で

「
市
長
与
党
な
ど
と
言
う
人
が
い

る
け
れ
ど
と
ん
で
も
な
い
間
違
い

で
、
議
員
は
全
員
野
党
で
あ
っ
て
、

市
長
に
対
し
監
視
を
し
、
不
足
が

あ
れ
ば
条
例
案
を
出
し
、
予
算
に

修
正
を
求
め
、
納
得
出
来
な
け
れ

ば
反
対
す
る
の
が
議
員
の
務
め
な

ん
で
す
」
と
発
言
さ
れ
て
い
た
が
、

市
政
運
営
の
立
場
に
な
ら
れ
た
今

の
受
け
止
め
を
聞
き
た
い
。

　
　
議
会
と
首
長
と
い
う
も
の
は

二
元
代
表
制
で
あ
る
と
言
う
理
解

を
申
し
上
げ
た
も
の
で
す
。

　
　
６
月
議
会
の
委
員
会
審
査
に

お
い
て
、
危
機
管
理
監
設
置
議
案

を
否
決
し
た
日
、
市
長
は
「
多
数

決
は
民
主
主
義
の
基
本
か
と
思
っ

た
が
、
最
近
の
多
数
決
は
民
主
主

義
の
破
壊
者
に
成
り
下
が
っ
た
よ

う
で
、
多
数
決
な
ら
何
を
し
て
も

い
い
と
考
え
て
い
る
輩
が
跋ば
っ
こ扈
す

る
の
は
許
せ
な
い
」
と
自
身
の
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
発
信
さ
れ
た
が
、
飯

山
市
議
会
の
事
で
は
な
い
と
は
思

う
が
、
事
例
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
事
例
と
言
う
こ
と
で
な
く
国

の
内
外
を
問
わ
ず
数
で
直
ぐ
決

ま
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
強
く
、
議

論
を
重
ね
る
こ
と
が
疎
か
に
さ
れ

て
い
る
事
を
危
惧
し
た
も
の
だ
。

令
和
４
年
度
決
算

と
政
治
姿
勢
に
つ

い
て

小林喜美治議員

追
加
接
種
、
学
校

給
食
有
機
化
、
貸

し
切
り
列
車

松本淳一議員

西澤一彦議員

駅
前
ホ
テ
ル
・
雪

か
き
支
援
・
蓮
遊

水
地
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
決
算

の
内
容
と
将
来
予

測

上松永林議員

問答 問問答答 答問

答 問問 問答 答答 答問問

問問 答答 問答答 答問 問

答 問 答 問答 問答 答問 問問答

問答問 問答 答

答問答 問問答

答 問問答

　
　
令
和
４
年
度
の
決
算
内
容
に

つ
い
て
約
８
億
９
千
万
円
の
黒
字

と
さ
れ
、
財
政
の
健
全
の
方
向
で

あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。
決
算
内
容

の
特
徴
と
評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
令
和
４
年
度
は
ふ
る
さ
と
寄

付
金
が
前
年
度
か
ら
３
億
円
の
減
。

地
方
交
付
税
や
土
地
売
り
払
い
に

伴
う
財
産
収
入
、
公
債
費
の
増
に

伴
う
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
増

と
な
っ
て
い
る
。
歳
出
・
歳
入
と
も

に
前
年
度
並
み
の
決
算
と
な
っ
た
。

◆
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
　
岸
田
政
権
と
東
京
電
力
は
８

月
24
日
、
福
島
第
一
原
発
事
故
で

発
生
し
た
処
理
水
の
海
洋
放
出
を

強
行
し
た
。
東
京
電
力
は
関
係
者

の
理
解
な
し
に
い
か
な
る
処
分
も

し
な
い
と
す
る
約
束
を
反
故
に
し

た
。
大
き
な
怒
り
が
広
が
る
な
か
、

こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
、
市
長
の
見
解
を
伺

う
。

　
　
関
係
者
の
理
解
な
し
に
処
分

し
な
い
こ
と
が
守
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
は
大
変
遺
憾
だ
。
検
査
も
ト

リ
チ
ウ
ム
だ
け
と
の
指
摘
も
あ
り
、

国
民
に
不
安
を
与
え
る
も
の
と
思

う
。
海
洋
投
棄
は
速
や
か
に
一
旦

停
止
し
て
理
解
を
得
て
か
ら
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

問 答 問答
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一 般 質 問
　
　
屋
外
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
が
聞

こ
え
な
い
地
域
が
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
対
応
を
す
る
の
か
。

　
　
市
内
全
般
に
行
き
渡
る
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
の
整
備
に
は
相
応
の

費
用
が
伴
う
た
め
現
実
的
で
は
な

い
。
情
報
が
し
っ
か
り
伝
わ
る
よ

う
手
段
を
研
究
す
る
。

　
　
防
災
対
策
に
関
す
る
費
用
を

危
機
管
理
監
の
採
用
で
は
な
く
情

報
シ
ス
テ
ム
機
器
に
か
け
て
は
。

　
　
危
機
管
理
監
を
設
置
し
危
機

管
理
体
制
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

を
基
本
に
考
え
て
い
る
。

　
　
有
機
給
食
を
勧
め
る
に
あ
た

り
、
有
機
米
を
作
る
農
家
や
法
人

を
増
や
し
保
育
園
や
学
校
給
食
に

有
機
米
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
有
機
農
業
の
推
進
を
図
り
教

育
委
員
会
と
も
連
携
し
有
機
米
の

導
入
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

　
　
認
知
症
の
人
が
地
域
で
安
心

し
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
条
例
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。
　

　
　
国
は
、
認
知
症
基
本
法
を
策

定
し
た
の
で
、
国
が
示
す
計
画
を

参
考
に
市
の
推
進
計
画
策
定
に
取

り
組
み
た
い
。
認
知
症
の
方
が
、

尊
厳
を
保
持
し
つ
つ
希
望
を
持
っ

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
推

進
し
て
い
く
。

問 答 問答答 問

　
　
若
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

変
化
し
て
い
る
な
か
、
若
者
や
子

育
て
に
関
し
て
の
意
見
を
幅
広
く

聞
き
市
政
運
営
に
繋
げ
る
事
が
重

要
で
あ
る
。
ス
マ
ホ
を
活
用
し
意

見
の
集
約
を
進
め
た
ら
ど
う
か
。

　
　
以
前
も
提
案
い
た
だ
い
て
い

る
。
引
き
続
き
検
討
を
進
め
た
い
。

◆
市
民
の
安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り

　
　
当
初
予
算
で
多
く
の
予
算
を

付
け
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

い
て
現
在
の
予
算
執
行
率
は
。

　
　
８
月
末
現
在
７・８
㌫
で
あ
る
。

　
　
公
約
あ
り
き
で
計
画
性
が
無

か
っ
た
結
果
だ
と
思
う
が
見
解
は
。

　
　
こ
れ
か
ら
伸
び
て
い
く
し
、

伸
ば
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
は
企
業
や
個
人
の

責
務
と
い
う
事
が
含
ま
れ
て
い
る

事
か
ら
、
他
市
で
も
行
っ
て
い
る

よ
う
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
す
べ
き
と
感
じ
る
が
考
え
は
。

　
　
他
市
の
よ
う
に
職
員
体
制
が

充
実
し
て
い
れ
ば
進
め
ら
れ
る
が
、

少
な
い
陣
容
の
中
で
行
っ
て
い
く
に

は
先
例
や
他
市
の
状
況
な
ど
を
お

聞
き
し
総
合
的
に
判
断
し
て
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
手
続
き
は
省

略
し
た
。

問問 答答答 答問 問

　
　
前
か
ら
提
案
し
て
い
る
市
農

業
を
リ
ー
ド
す
る
組
織
が
必
要
だ
。

　
　
そ
の
必
要
性
や
取
り
巻
く
課

題
は
理
解
し
て
い
る
。
食
糧・農
業・

農
村
基
本
法
の
見
直
し
案
が
国
会

に
提
出
さ
れ
る
頃
を
目
途
に
考
え

を
ま
と
め
て
提
案
し
た
い
。

　
　
農
地
を
集
約
す
る
た
め
、
一

筆
調
査
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
一
筆
調
査
も
必
要
だ
が
、
農

地
集
約
に
は
境
界
杭
の
埋
設
型
を

試
験
し
て
お
り
様
子
を
見
た
い
。

　
　
除
雪
機
は
、
ほ
ぼ
行
き
渡
っ

て
い
る
。
買
い
替
え
の
補
助
と
な

る
と
、
買
い
替
え
ら
れ
る
高
所
得

者
や
富
裕
層
へ
の
補
助
に
な
り
公

平
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
燃
料
等

に
補
助
し
た
ほ
う
が
良
い
。

　
　
除
雪
機
の
補
助
で
行
き
た
い
。

　
　
駅
前
ホ
テ
ル
側
か
ら
の
調
停

に
つ
い
て
契
約
中
の
顧
問
弁
護
士

を
排
除
し
て
、
な
ぜ
他
の
弁
護
士

を
代
理
人
と
し
て
使
う
の
か
。
市

の
顧
問
弁
護
士
を
必
要
と
し
な
く

て
、
そ
の
都
度
別
な
人
を
頼
め
ば

よ
い
の
な
ら
、
市
の
顧
問
弁
護
士

は
必
要
な
い
と
言
う
こ
と
か
。
　

　
　
私
に
と
っ
て
は
、
今
度
お
願

い
す
る
代
理
人
弁
護
士
の
ほ
う
が

顧
問
弁
護
士
よ
り
も
、
よ
り
適
切

だ
と
判
断
し
た
か
ら
お
願
い
し
た
。

問問答 答問答

防
災
関
係
、
有
機

給
食
、
認
知
症
の

支
援
に
つ
い
て

常田徳子議員

　
　
新
校
舎
完
成
後
に
統
合
が
本

来
の
あ
り
方
。
１
学
期
は
４
校
で

学
び
、
２
学
期
か
ら
新
校
舎
で
統

合
は
ど
う
し
て
も
不
可
能
か
。

　
　
新
校
舎
完
成
は
令
和
７
年
７

月
15
日
だ
が
、
教
職
員
の
配
置
は

県
教
委
が
年
度
当
初
に
行
う
。
年

度
途
中
に
統
合
で
は
、
配
置
し
た

教
職
員
が
余
っ
て
し
ま
う
。

　
　
１
学
期
は
仮
校
舎
と
な
る
戸

狩
小
学
校
校
舎
に
２
６
１
名
の
児

童
が
集
ま
る
。
数
字
上
は
収
ま
る

が
、
現
在
の
よ
う
な
ゆ
と
り
あ
る

教
育
が
保
障
で
き
る
の
か
。
統
合

を
１
年
延
期
す
る
や
り
方
が
最
善

の
教
育
保
障
。
新
た
な
負
担
を
教

育
現
場
に
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
　
必
要
最
低
限
の
教
室
は
特
別

支
援
学
級
も
含
め
て
確
保
で
き
る
。

エ
ア
コ
ン
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
も
含
め
要

望
に
応
じ
て
可
能
な
限
り
対
応
し

て
い
き
た
い
。

　
　
統
合
に
当
た
り
、
教
職
員
配

置
の
充
実
が
教
育
の
質
の
確
保
に

直
結
す
る
問
題
。
市
単
独
の
教
職

員
配
置
が
求
め
ら
れ
る
。
市
長
の

見
解
は
。
　 

　
　
教
育
委
員
会
が
判
断
し
た
教

育
内
容
に
関
し
て
、
財
政
面
で
あ

ら
ゆ
る
工
夫
努
力
を
し
、
そ
の
実

現
に
努
力
す
る
の
が
私
の
責
務
。

問答問答答 問

　
　
図
書
館
で
も
同
様
の
事
業
は

行
っ
て
き
て
い
る
が
、
新
規
事
業

と
し
て
絵
本
で
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
を
行
う
意
図
は
何
か
。

　
　
ち
ょ
う
だ
い
で
き
る
１
万
冊

を
超
え
る
貴
重
な
絵
本
を
活
用
し

て
何
か
子
ど
も
た
ち
始
め
住
民
が

心
豊
か
に
な
れ
る
取
り
組
み
を
で

き
た
ら
と
思
う
。

　
　
寄
贈
者
の
人
脈
や
造
詣
を
活

用
し
た
い
と
い
う
市
長
の
考
え
と
、

今
後
立
ち
上
げ
る
検
討
委
員
会
等

で
の
協
議
で
事
業
を
進
め
る
と
い

う
副
市
長
の
考
え
と
で
は
相
違
が

あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
絵
本
を
寄
贈
い
た
だ
け
る
の

は
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
、
ま
た
寄

贈
者
は
高
齢
の
た
め
少
し
で
も
早

く
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
人
の
つ
な
が

り
を
地
域
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

◆
雪
か
き
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
　
除
雪
依
頼
者
と
業
者
と
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
主
と
し
た
雪

か
き
支
援
員
の
業
務
は
、
実
証
試

験
で
の
仕
事
内
容
と
大
き
く
異
な

る
が
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

　
　
支
援
員
だ
け
で
の
除
雪
は
厳

し
い
と
の
結
果
を
踏
ま
え
た
。
事

業
の
目
的
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
検

証
結
果
を
参
考
に
事
業
の
手
法
を

変
更
し
た
。

問 問答 答 答問

農
地
集
約
・
小
型

除
雪
機
・
調
停
弁

護
士
に
つ
い
て

佐藤正夫議員

市
長
公
約
に
つ
い

て

吉越利明議員

絵
本
で
育
て
る
ま

ち
づ
く
り
、
雪
か

き
支
援
に
つ
い
て

髙澤富士子議員

新
統
合
小
学
校
の

校
舎
建
設
工
期
延

長
と
教
育
の
保
障

荻原章一議員

答 問

答 問

管
内
視
察
報
告　
　
９
月
15
日
に
全
議
員
で
次
の
施
設
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

●
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
城
南
・
城
北
中
学
校
の
給

食
を
調
理
し
て
い
る
中
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
は
、
城
南
中
学
校

南
側
に
あ
り
、
施
設
の
概
要

や
作
業
の
様
子
に
つ
い
て
窓
越

し
に
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
当
日
の
給
食
を
全
議
員
で

試
食
し
ま
し
た
。

●
図
書
館
・
美
術
館
・
ふ
る

さ
と
館

　
三
館
と
も
に
、
普
段
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
収
蔵
ス
ペ
ー
ス

を
中
心
に
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
今
回
寄
贈
の
あ
っ
た
絵
本

等
３
０
０
０
冊
も
図
書
館
に
置

か
れ
て
い
る
状
況
を
確
認
し
ま

し
た
。

見学窓から調理の様子を見させていただく

専門書等が収蔵されている笹本文庫

改修となった城山雨水排水ポンプ場

９
月
29
日
北
信
地
域
６
市
町
村

（
中
野
市
・
飯
山
市
・
山
ノ
内
町
・

木
島
平
村
・
野
沢
温
泉
村
・
栄
村
）

の
議
会
議
員
の
研
修
会
が
中
野
市

の
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ
ー
な
か
の
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
当
市
か
ら
は

全
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
北
信
地
域
振
興
局
長
の
小
池
広

益
氏
か
ら
「
長
野
県
総
合
５
か
年

計
画
『
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ

ン
３
．
０
』」
に
つ
い
て
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
北
信
地
域
議
会
議
員
研
修
会

●
笹
本
文
庫

　
城
南
中
学
校
図
書
室
の
隣

に
設
置
さ
れ
て
い
る
笹
本
文
庫

に
は
、
県
立
歴
史
館
特
別
館

長
の
笹
本
正
治
氏
か
ら
ご
寄
贈

い
た
だ
い
た
専
門
書
等
が
収
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
笹
本
文

庫
は
市
民
の
皆
さ
ま
も
利
用
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
希
望
さ

れ
る
方
は
図
書
館
に
お
問
い
合

わ
せ
を
お
願
い
し
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

●
道
の
駅
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
拠

点
施
設

　
11
月
１
日
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
と
な
る
こ
の
施
設
は
、
最
後

の
仕
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｅ
バ
イ
ク
の
試
乗

も
行
い
ま
し
た
。

●
飯
山
城
址
公
園
　

　
飯
山
城
址
整
備
事
業
で
完

成
し
た
交
流
展
示
館
の
展
示

設
備
や
防
災
ベ
ン
チ
設
置
工

事
に
つ
い
て
説
明
を
う
け
ま
し

た
。
防
災
ベ
ン
チ
は
災
害
時
等

に
は
煮
炊
き
が
出
来
る
設
備

と
し
て
使
用
で
き
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

●
城
山
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場

　
改
修
と
な
っ
た
施
設
内
で
、

大
雨
の
際
の
市
街
地
の
内
水

排
除
シ
ス
テ
ム
や
、
施
設
の
概

要
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
浸
水
対
策
も
完
了
し
て

お
り
、
災
害
へ
の
安
心
安
全
に

つ
い
て
確
認
が
で
き
ま
し
た
。

　「
議
会
課
題
等
検
討
特
別
委
員

会
」「
市
有
資
産
調
査
検
討
特
別

委
員
会
」
の
協
議
・
検
討
状
況

◇
議
会
課
題
等
検
討
特
別
委
員
会

①
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

・
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

か
ら
市
の
Ｄ
Ｘ
の
取
組
状
況
等
の

説
明
を
受
け
、
議
会
の
Ｄ
Ｘ
に
つ

い
て
協
議

・
議
会
内
情
報
連
絡
用
ツ
ー
ル
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
つ
い
て
の

協
議
、
検
討

②
議
員
の
活
動
等
に
お
け
る
課
題

・一
般
質
問
等
に
お
け
る
課
題
の
検
討

◎
特
別
委
員
会
か
ら

・
通
年
議
会
の
検
討

・
そ
の
他
の
課
題
の
洗
い
出
し

◇
市
有
資
産
調
査
検
討
特
別
委

員
会

①
市
有
資
産
の
活
用

・
市
有
資
産
の
状
況
調
査
及
び
担

当
課
か
ら
の
説
明

②
空
き
校
舎
の
利
活
用

・
市
内
施
設
の
事
例
調
査
及
び
先

進
地
視
察
の
検
討

　
２
つ
の
委
員
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
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事故発生件数 死者 傷者
10月末 21 0 24
前年同期 31 0 39

飯山市内交通事故件数【1月から累計】

交通安全の標語：思いやり  乗せて信濃路  咲く笑顔

飯山 木島平 野沢
温泉 栄 応援協定

区域
管轄
外

計
（件）

火 災 0 0 0 0 0 0 0
救 助 4 0 0 2 0 0 6
救 急 133 23 31 6 1 0 194
今月の標語： 火の世界 ずっとあなたを 見つめてる

飯山市の気象【10月】

※データは長野地域気象観測月報による。観測地点は飯
　山地域気象観測所（小沼）。（　）内は平年比。

平 均 気 温 13.4℃ （  -0.4℃）
最高平均気温 20.0℃ （  0.3℃）
最低平均気温 8.6℃  （  -0.5℃）
日照時間月計 160.6時間 （ 121％）
降 水 量 月 計 73.5ｍｍ （   63％）

■住民基本台帳人口 【10月 31日現在】

（　）内は前月との増減。住民基本台帳による
出生：3人　死亡：26人　転入：34人　転出：45人

男 女 総人口 世帯数
9,393人 9,844人 19,237人 7,911世帯
（ - 8人）（ － 2 6人） （ - 3 4人） （ - 1 1世帯）

市内空間放射線量測定値【10月】

施設名（地区） 測定日 天候 測定区分 測定値
飯山市役所（飯山） 10/25 晴 1m 0.05μSv/h
旧岡山小学校（岡山）10/25 晴 1m 0.05μSv/h
各学校等の測定地点の数値は飯山市役所ホームページで確認できます。
測定値は参考値です。
※基準値（環境省）年間1ｍSv未満 ＝ 毎時0.23μSv未満

　不用な方から入用な方への物品の情報提供をして
います。ご連絡いただくと、掲載品登録者を紹介し
ますので、当事者間で交渉をしてください。なお、
品物の引き渡し後に生じた問題は当事者間で解決してください。
詳しくは、ホームページをご覧ください。

利融通情報（不用品の情報）
市民環境課 生活環境係 ℡ 67-0726

暮らしの情報掲示板 暮らしの情報掲示板

QRコードで
ホームページ
をチェック！

【ひとこと】　「宴会の はじめとおわりは お食事を」
乾杯後30分、お開き前10分は食事を楽しみましょう
（残さず食べよう！ 30・10運動）

燃えるごみ 燃えないごみ 計 プラスチック
10月 375㌧ 31㌧ 406㌧ 12㌧

前年同月比 99％ 91％ 98％ 100％

エコパーク寒川ごみ処理量【10月】

■毎月人口異動調査結果に基づく
推計人口【10 月 1 日現在】

男 女 総人口 世帯数
8,979人 9,427人 18,406人 7,159世帯

　「毎月人口異動調査」とは、5年毎に行われている国
勢調査の数値を基礎として、次の国勢調査までの期間、
県および市町村の人口、世帯数を自然動態（出生・死亡）
と社会動態（転入・転出）の数により推計するものです。
したがって、厚生労働省が行っている人口動態調査や住
民基本台帳法による人口等の数値とは異なっています。

飯山市の人口と世帯 

岳北消防本部出場件数【10月】

◆譲ります（一部有料）
農作物収納木箱 (多数 ) 植木鉢 (多数 ) 介護ベッド② ポー
タブルトイレ① クローゼットハンガー① 電撃殺虫器②
キャリーバッグ① こたつ① スキーキャリア① 犬小屋② 　
ベビーロッカー① ソファーセット① 鏡台①   他10点

◆譲ってください
食品保存瓶 ( 小型 ) 羽釜 折り畳み自転車  他 5 点

観 光 交 流 都 市 情 報

富山県    魚 津 市

　昨冬大変ご盛況いただいた「魚津 蟹騒動」、
好評につき今年も実施します‼今回の「魚津 
蟹騒動」では、カニ本来の味をより一層楽しむ
ことができるとも言われる「蒸しガニ」の形で
提供します。とろけるカニ味噌と
肉厚な身、旬の紅ズワイガニを
召し上がれ！さらに今回の「魚津 
蟹騒動」では、事前予約枠を設
けています！詳しくは魚津市公式
HPをご確認ください。

■日時
　11月18日（土）、19日（日）　
　午前11時から午後１時まで（予定）
■会場　
　海の駅蜃気楼
　（富山県魚津市村木定坊割2500-2）　
■販売数
　各日50杯程度　3,000円（予定）
■留意事項
　○持ち帰り用の販売はいたしません。
　○各回、用意したカニがなくなり次第終了
　　となります。
　○出漁や仕入状況等により、販売数の増減、
　　中止をする場合があります。
■お問い合わせ先
　魚津市 商工観光課 ℡ 0765-23-1025

　長野県内の事業場で働く全ての労
働者に適用される「長野県最低賃金」
が、令和５年 10 月１日から時間額
９４８円に改正されました。この機
会に、ご確認ください。なお、対象
となる賃金は、通常の労働時間・労

■日時
　12月 16日（土）午前 10時から午後４時まで
■相談方法
　○面談相談（事前予約優先で受付）　
　　・会場　長野市生涯学習センター（TOiGO WEST）　
　　・予約電話番号　℡ 026-232-7492
　　　（受付：11/15～12/14の平日午前９時～午後４時）
　○電話相談
　　・当日専用電話番号　℡ 0120-121218
　○ LINE相談
　　・友だち検索で 「＠ 699kmsqf」で検索し、「日司
連（年末困りごと無料相談）」を友だちに追加
■相談例
　・借金で苦しんでいる ・生活保護を受けたい
　・生活に困っている　 ・相続放棄について知りたい  など

魚津 蟹騒動 今年もやります！
魚津市

Uozu City

お知らせ

長野県内の
最低賃金は948円です

司法書士による無料相談会

「年末困りごと相談会」のご案内

　長野労働局 賃金室　℡ 026-223-0555

　長野県司法書士会 ℡ 026-232-7492

このコーナーでは、飯山市の観光交流都市に関する
最新の観光情報をご紹介していきます。

長野県ＰＲキャラクター
「アルクマ」 ©長野県アルクマ

時間額

40円
 UP↑

QRコードで
ホームページ
をチェック！

QRコードで
ホームページ
をチェック！

働日に対応する賃金で、臨時に支払われる
賃金、精皆勤手当、通勤手当および家族手
当などは含まれません。また、中小企業・
小規模事業者等に対する賃金の引き上げの
環境整備、雇用の維持を図るための支援策
を実施しています。ご活用ください。助成
金に関しては、長野労働局のホームページ
をご覧いただくか、お問い合わせください。



12月情報カレンダー
1 金 ・市議会　議案上程（予定）

2 土
3 日
4 月 ・オレンジカフェ（まちカフェ 空楽） 2歳児健診

5 火

6 水 ・冬季交流大会（ゲートボール・予選）（屋内運動場） 4カ月健診・ママサポ

7 木 ・令和 5年分決算説明会【10㌻参照】

8 金
9 土 ・第 34回みゆき野卓球大会（市民体育館）

10 日 ・第 37回インドアソフトテニス大会（市民体育館） 受付時間：8：45～正午

11 月 ・市議会　一般質問（予定） ・令和 5年分決算説明会【10㌻参照】

12 火 ・市議会　一般質問（予定）
・オレンジカフェ（外様地区活性化センター） 離乳食教室

13 水 ・市議会　一般質問（予定） 10カ月健診・ママサポ

14 木 ・市議会　総務文教・産業民生常任委員会（予定） 受付時間 17：30～ 19：15

15 金 ・市議会　予算決算常任委員会（予定）

16 土
17 日
18 月 ・市議会　予算決算常任委員会（予定）

19 火

20 水 ・冬季交流大会（マレットゴルフ・予選）（屋内運動場）
・総合相談【38㌻参照】 1歳 6カ月児健診・ママサポ

21 木 ・市議会　委員長報告・採決（予定） ・出張年金相談【38㌻参照】 受付時間 17：30～ 19：15

22 金 ・廃食用油・古着の回収９：00～ 11：00（市役所西側車庫） 2カ月児ママの会

23 土 ・第 7回北信濃選抜高等学校バスケットボール大会（飯山高校体育館）【24日まで】

24 日 受付時間：8：45～正午

25 月
26 火
27 水 3 歳児健診・ママサポ

28 木 受付時間 17：30～ 19：15

29 金
30 土
31 日

ママ会

   マイナンバーカード申請・交付・更新窓口（日曜・夜間開設日）
　要事前予約【市民環境課 市民係 ℡67-0726】　　

乳幼児
健診 ママ会

2カ月児
ママの会

ママサポート
プログラム

　　

税金など【納期12月 28日（木）※上下水道使用料は１月４日㈬】
　　　　  【口座振替日12月 26日（火）】
国民健康保険税（6期）介護保険料（9期）後期高齢者医療保険料（6期）
旧統合簡水区域・斑尾簡水区域上下水道使用料（10・11月分）
CATV・インターネット使用料（12月分）
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乳幼児健診・予防接種などのご案内

☆予防接種スケジュール自動作成機能など子育てに役立つ機能満載の「母子モ」をご活用ください。 ←アプリの
ダウンロード
はこちらから

　　

種　類 日付等 時　間 場　所 問い合わせ先 内　容

土曜日の証明窓口 毎週土曜日
（ただし祝日を除く）

午前8時30分～
　　　　　  正午

市役所１階
市民環境課窓口

市役所市民環境課
℡ 67-0726

・住民票の写し
・戸籍の謄・抄本
・印鑑登録証明書

いじめ電話相談

月曜日から
金曜日まで
（ただし祝日を除く）

午前9時～
　　　 午後5時

市役所１階 
相談室

いじめ相談専用電話
℡ 67-0742 いじめに関する相談

人権相談 午前８時30分～
　  午後5時15分 法務局飯山支局 法務局飯山支局

℡ 62-2302 人権に関する相談

人権福祉総合相談 午前8時30分～
　  午後 4時30分

いいやま人権福祉
センター

いいやま人権福祉セン
ター℡ 81-3101 人権に関する相談

飯山市
総合相談窓口

午前８時30分～
　  午後5時15分

市役所１階 
保健福祉課

市役所保健福祉課
℡ 67-0727

どこに相談していいかわからない等
の困り事の各種相談の窓口

家庭児童相談
教育相談

市役所１階 
相談室

市役所家庭児童相談室
℡ 67-0742 児童や教育に関する相談

女性相談 　̶ 相談専用電話
℡ 080-1080-9924 女性の皆さんができる一般相談

心配ごと相談 毎週水曜日
（要予約） 午前9時～正午

飯山市福祉
センター（本町）

飯山市社会福祉協議会
℡ 62-2840

相談員による心配ごと相談

総合相談   12 月 20日（水）午前9時～　　　　 午後3時

女性・人権・家庭・行政・法
律などに関して無料で相談。
午前11時から午後3時は弁
護士による法律相談あり。

出張年金相談   12 月 21日（木）午前１0時～　　　　 午後3時 飯山商工会議所
長野北年金事務所
お客様相談室
℡ 026-244-4097

年金に関する相談・各種手続
き・申請の受付（要予約）

各種窓口等のご案内

種　類 区　分 日　付 時　間 　内容・対象 等 場　所

乳幼児健診

４カ月児 12月    6日（水）

受付：午後1時から
※対象者には個別でご案内を
　お送りします

・身長・体重測定
・医師による診察
　（月齢による）
・保健師との相談　など

 

飯
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

℡
６
７-

０
７
２
７

10カ月児 12月  １3日（水）

1歳 6カ月児 12月 ２0日（水）

2歳児 12月    4日（月）

3歳児 12月 ２7日（水）

　予防接種 個別の医療機関等へご予約いただき、接種をお願いします。接種ができる医療機
関など、詳しくは飯山市ホームページ、母子モをご確認ください。

ママサポート
プログラム

mamaとbabyの
しあわせトーク 12月    6日（水）午前１０時～１１時３０分※受付９時３０分～

出産後から生後１歳まで（お
誕生日月の月末まで参加可）
のお子さんのお母さんが対象
となります。母乳相談は予約
が必要です。その他は予約は
必要ありません。

※ママサポートプログラムの
内容は状況により変更にな
る場合があります

リラックス
　　　ストレッチ 12月  13日（水）午前１０時～１１時３０分※受付９時３０分～

【学習】
　赤ちゃんと遊ぼう 12月 20日（水）午前10時～１１時３０分※受付９時３０分～

健康相談・
　　　　母乳相談 12月 27日（水）午前９時３０分～１１時

離乳食教室 12月  12日（火）午後２時～ 令和５年 7月生まれのお子さん
の保護者の方が対象です。

２カ月児ママの会 12月 22日（金） 午後２時～３時30分 令和5年10月生まれのお子さん
のお母さんが対象です。
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地域おこし協力隊
佐 川 芳 江 さん Y o s h i e  S a g a w a

毎月１回、必ず締め切りが来る広報の仕事ですが、この仕
事を 4年ほどやっていて、１回も余裕を持った仕事ができ
ていません。今回こそはと、計画を立て情報を集め、順調
なスタートでしたが、インフルエンザに感染してしまい、
一気に窮地に。何とか周りの協力により発行することがで
きました。2日と半日、悪寒と頭痛と節々の痛みなど苦し
みました。皆さまお気を付けください。（久保田）

星野秀樹写真展

「木々の集いに誘われて」間もなく終了

２～4歳ぐらいのお子さんを募集しています。出演していた
だいた方には写真をプレゼント。希望される方は、市役所 
事業戦略課 情報政策係までご連絡ください！℡67-0724

【左】弟の礼くん 【右】姉のすずちゃん

柳原地区 ３歳 0 カ月
武田 はな ちゃん

　「こんにちは！」と姉のすずちゃんと一緒に大き
な声であいさつするはなちゃん。体を動かすことが
大好きな女の子です。好きな食べ物はアイスクリー
ムとブロッコリーです。先日お誕生日を迎えたはな
ちゃん。年齢を聞くと、指を３本立てて「３歳！」
と元気よく笑顔で教えてくれました。
　このまま元気に育ってほしいというのがご両親の
願いです。　　　（ご両親：慎太郎さん、まりさん）

福島県出身で2015年に飯山市岡山地区に移住した
写真家・星野秀樹さんが「『里に暮らし、森に通う』
という日々の中で出会う、ブナの木々が織りなす物語」
というテーマで作品を発表しています。　　　

　　　　　【会期：11月26日（日）まで】

【お問合わせ】　飯山市美術館 ℡ 62-1501

このコーナーに出てみませんか？

　こんにちは。地域おこし協力隊
の佐川です。
　さて、いきなりですが、日本は
今、世界で行ってみたい国ランキ
ングの上位にランクインしている
人気旅行先であることをご存じで
すか？その波に乗って！？この度
アメリカからサイクリングツアー
のお客さまにお越しいただく事が
できました。
　驚くべきはお客さまの年齢層！
56歳からなんと74歳まで、電
動アシストのついていないロード
バイクで全行程を走り切りまし
た！目的地は志賀高原の渋峠や、
関田峠を越えて上越の海までで、
坂道もたくさんありました。

　印象的だったのは「健康・運
動のために」という目的意識でサ
イクリングをしていること。買い
物の足や通勤・通学の手段として
自転車に乗っている日本人とは異
なった目的意識で、皆さんとにか
く笑顔で楽しんでいらっしゃいま
した！
　のどかな田園風景や美味しい日
本食、そして最初は怖がっていた
温泉もサイクリングの後に欠かせ
ないものとなり、大変満足して信
越エリアを後にしました。
　来年はもっと多くの旅行者に訪
れてもらえるよう、引き続きPR
頑張ります！

アメリカの
バイクツアーが

飯山にきました！

わが家の人気者美術館情報

いいやまの 地域おこし

地域おこし協力隊
地域活性化起業人の活動レポート Vol.38

最 線前

編集後記 


